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田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
6060
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

り
、
虫
除
け
、
雑
草
と
り

な
ど
稲
刈
り
ま
で
８
カ
月

の
実
践
練
習
を
行
っ
た

上
、
60
周
年
記
念
事
業
を

迎
え
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
２
年

が
か
り
の

ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と

な
っ
た

が
、
収
穫

し
た
約
４

５
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
の

お
米
は
、

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
米
」
と
し

て
子
ど
も
食
堂
（
東
大

阪
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
池
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
）
へ
届
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

府内13区・14区
日本維新の会新人当選
第49回衆議院選挙

【13区】東大阪市
当 101,857　岩谷良平（41）維・新
比   85,321　宗清皇一（51）自・前
   22,982　神野淳一（45）共・新
【14区】八尾・柏原・羽曳野・藤井寺市
当 126,307　青柳仁士（42）維・新
   70,029　長尾　敬（58）自・前
   30,547　小松　久（64）共・新
 （敬称略）

収穫の喜びに浸るライオンズメンバー

左から徳山性培元会長、
青木隆会長、宮木竹信さん

2021・11・15

　

世
の
中
に
は
上
り
坂
、下
り
坂
が
あ
る
。

そ
れ
に
も
う
１
つ
の
「
ま
さ
か
」
が
あ
る
。

こ
の
「
さ
か
」
ほ
ど
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
も

の
は
な
い
。
10
月
31
日
の
衆
院
選
開
票
速

報
は
、「
ま
さ
か
」
の
連
続
だ
っ
た
。

　

翌
朝
の
各
紙
１
面
の
見
出
し
を
比
較
し

た
。
日
経
は
「
自
民
が
単
独
過
半
数
」「
与
党
で

絶
対
安
定
多
数　

維
新
に
勢
い
、
大
幅
増
」、
産

経
は
「
自
民
単
独
で
安
定
多
数
」「
維
新
躍
進
、

立
民
は
共
闘
不
発
」、
読
売
は
「
自
民
単
独
過
半

数
」「
立
民
敗
北
議
席

減　

維
新
躍
進
第
３

党
に
」、
朝
日
は
「
自
民
、
過
半
数
を
維
持
」「
立

憲
、
共
闘
効
果
は
限
定
的
」「
岸
田
首
相
続
投
維

新
３
倍
超
す
」、毎
日
は
「
自
民
堅
調
安
定
多
数
」

「
共
闘
の
立
憲
伸
び
ず　

維
新
大
阪
擁
立
区
全

勝
」
と
大
同
小
異
。

　

首
相
は
31
日
夜
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
「
自
民
は
議

席
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い

た
。
首
相
は
ま
さ
か
の
結
果
に
安
堵
す
る
も
、
甘

利
明
幹
事
長
は
小
選
挙
区
で
「
ま
さ
か
」
の
落
選

だ
っ
た
。
そ
し
て
ま
さ
か
の
比
例
復
活
、「
ゾ
ン

ビ
議
員
」
だ
。
与
野
党
で
大
物
議
員
が
小
選
挙
区

で
落
選
、
比
例
代
表
で
復
活
し
た
。
違
和
感
が
残

る
。
立
憲
の
ま
さ
か
の
影
響
は
深
刻
だ
。
旧
民
主

党
代
表
小
沢
一
郎
氏
は
ゾ
ン
ビ
に
な
っ
た
。
辻
元

清
美
副
代
表
は
維
新
の
快
進
撃
で
よ
も
や
の
落

選
。
各
社
の
見
出
し
に
は
「
ま
さ
か
」
の
副
詞
が

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
さ
か
、
憲
法
論
議
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
改
憲
勢
力
３
分
２
を
得
た
。

躍
進
し
た
日
本
維
新
の

会
や
国
民
民
主
党
は
積

極
的
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
露
呈
し
た

非
常
時
（
事
態
）
の
自
由
制
限
、
中
露
海
軍
艦
隊

の
日
本
一
周
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
台
湾

有
事
な
ど
安
全
保
障
問
題
で
看
過
で
き
な
い
問
題

が
山
積
だ
。

　

ま
さ
か
で
得
た
安
定
多
数
の
岸
田
政
権
は
こ
の

好
機
を
逃
が
さ
な
い
こ
と
だ
。
も
う
二
度
と
戻
っ

て
来
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
ま
さ
か
に
備
え

て
着
眼
大
局
で
政
治
を
進
め
て
ほ
し
い
。

晴耕雨読

ま
さ
か
の
衆
院
選
結
果

中
辻
金
型
工
業
株
式
会
社

創
業
、
様
々

な
プ
レ
ス
金

型
を
世
に
送

り
出
し
て
き

た
。「
プ
レ

ス
金
型
の

万よ
ろ
ず

屋
で
あ

り
た
い
」
の

一
念
で
、
モ

ノ
づ
く
り
の

原
点
で
あ
る

金
型
づ
く
り

に
命
を
か
け

て
き
た
歴
史

が
あ
る
。

　

Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ

ン
）
だ
Ｉ
Ｔ

だ
と
世
間
は
か
ま
び
す

し
い
が
、
金
型
づ
く
り

の
世
界
も
着
実
な
変

化
・
進
歩
を
遂
げ
て
い

る
。

　

２
代
目
社
長
の
中
辻

隆
さ
ん
（
38
）
は
東
大

阪
生
ま
れ
。
大
阪
工
業

大
学
経
営
工
学
科
で
学

び
中
辻
金
型
工
業
株
式

会
社
に
入
社
、
２
０
１

９
年
12
月
に
社
長
に
就

任
し
て
い
る
。

　

金
型
メ
ー
カ
ー
と
し

て
長
年
に
わ
た
り
培
っ

て
き
た
モ
ノ
づ
く
り
の

様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ

ー
ス
に
、
得
意
先
に
最

適
な
プ
レ
ス
工
法
・
プ

レ
ス
金
型
を
提
供
し
て

い
る
。

　
「
技
術
」
は
長
年
培

っ
て
き
た
経
験
値
や
デ

ー
タ
の
集
積
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
数
値
化
し
て

企
業
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
技
能
」
は
作
業
者
が

種
々
の
加
工
・
工
法
を

繰
り
返
し
、
個
人
の
レ

ベ
ル
が
習
熟
し
て
い
わ

ゆ
る
職
人
、
技
能
者
の

域
に
達
し
て
い
く
。

　
「
不
可
能
を
可
能
に
、

新
技
術
で
新
し
い
金
属

成
形
を
提
案
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
、
デ
ジ
タ
ル

モ
ー
ド
プ
レ
ス
を
提
唱

し
て
い
る
。
特
長
と
し

て
は
、
①
絞
り
加
工
・

曲
げ
加
工
の
際
に
発
生

し
や
す
い
キ
ズ
・
割
れ

が
発
生
し
な
い
、
②
複

雑
な
製
品
形
状
の
加
工

や
安
価
な
試
作
品
・
短

納
期
の
依
頼
に
対
応
、

③
従
来
の
金
属
型
で
は

成
形
で
き
な
か
っ
た
形

状
を
成
形
可
能
に
し
て

い
る
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

開
発
に
も
積
極
的
で
あ

り
、
本
来
自
社
工
場
の

整
理
用
に
製
作
し
た「
金

型
保
管
棚
」は
、外
販
し

た
と
こ
ろ
使
い
勝
手
の

良
さ
が
好
評
で
売
上
げ

に
貢
献
し
て
い
る
。

　

中
辻
社
長
に
モ
ッ
ト

ー
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
何
で
も
楽
し
ん
で
や

る
。
継
続
性
・
真
剣
さ

が
大
事
」。
若
い
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
今

の
若
い
人
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
能
力
が
高
い
。
自

信
を
も
っ
て
や
っ
て
欲

し
い
」。

　

正
社
員
21
人
、
パ
ー

ト
社
員
２
人
、
平
均
年

齢
30
歳
代
半
ば
。
中
辻

金
型
工
業
株
式
会
社

に
、
モ
ノ
づ
く
り
東
大

阪
の
底
力
を
見
た
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

50

オリジナル商品の開発にも積極的な中辻隆社長

　

日
本
中
に
金
型
メ
ー

カ
ー
は
数
多
い
。
典
型

的
な
プ
レ
ス
金
型
か
ら

樹
脂
金
型
・
ゴ
ム
金
型

等
々
、
ま
さ
に
モ
ノ
づ

く
り
の
基
本
で
あ
り
、

出
発
点
と
言
え
よ
う
。

　

中
辻
金
型
工
業
株

式
会
社
は
１
９
４
７

年
（
昭
和
22
年
）
に
初

代
の
中
辻
儀
治
さ
ん
が

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―
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◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
す

活気のある金型工場

新技術で新しい金属成形を提案

社長　中辻　隆
東大阪市長田西4-1-16
TEL 06-6746-0056

中辻金型工業株式会社

供
給
が
追
い
着
か
な
く
な

る
と
、
否
応
な
く
値
段
は

上
が
る
。

　

小
学
生
で
も
理
解
で
き

る
経
済
論
理
だ
。

　

そ
し
て
今
、
再
び
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
際
価
格

が
押
し
上
げ
ら
れ
て
き
て

い
る
。
車
や
バ
イ
ク
を
ご

利
用
の
読
者
諸
氏
で
あ
れ

ば
ご
存
じ
だ
ろ
う
。
ガ
ソ

リ
ン
価
格
は
１
リ
ッ
ト
ル

１
７
０
円
程
度
で
販
売
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国

際
原
油
価
格
が
高
止
ま
り

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
１
リ
ッ
ト
ル

１
８
０
円
を
突
破
す
る
公

算
が
大
き
い
。

　

電
気
・
ガ
ス
料
金
な
ど

光
熱
費
も
上
昇
基
調
に
あ

る
。
環
境
意
識
の
高
い
欧

州
や
英
国
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
稼
動
が

不
安
定
な
状
態
で
継
続
し
、

発
電
能
力
が
急
低
下
。
不

足
分
を
天
然
ガ
ス
火
力
発

電
で
補
っ
た
結
果
、
天
然

ガ
ス
の
需
要
が
急
増
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
欧
州
の
天

然
ガ
ス
市
場
の
４
割
を
占

有
す
る
ロ
シ
ア
が
天
然
ガ

ス
の
供
給
量
拡
大
に
応
じ

な
い
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
価
格
高
騰
を
招
い

て
し
ま
っ
た
。

　

欧
州
地
域
の
天
然
ガ
ス

価
格
の
急
騰
は
ア
ジ
ア
の

天
然
ガ
ス
市
場
に
も
波

及
。
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ

Ｎ
Ｇ
）
の
ス
ポ
ッ
ト
（
随

時
契
約
）
価
格
も
上
昇
し

て
き
た
。
日
本
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
大
量
に
輸
入
す
る
世
界

首
位
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
消
費
国
で

あ
る
。

　

関
西
電
力
も
大
阪
ガ
ス

も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
調
達
す
る
。

光
熱
費
上
昇
の
要
因
で
あ

る
。

　

一
方
、
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
中

央
銀
行
）
は
量
的
緩
和
の

修
正
に
舵
を
切
り
、
早

晩
、
利
上
げ
に
踏
み
切
る

姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
。
利

上
げ
は
米
ド

ル
高
を
演
出

し
、
直
線
的

に
円
安
と
な

る
。
通
貨
安
は
円
建
て
価

格
を
押
し
上
げ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
輸
入
イ
ン
フ
レ
」

を
導
出
す
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
恵
ま
れ

な
い
日
本
は
原
油
、
天
然

ガ
ス
の
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入

に
依
存
す
る
。
そ
の
国
際

価
格
が
跳
ね
上
が
る
と
、

必
ず
や
日
本
市
場
の
価
格

も
上
昇
す
る
。
円
安
が
こ

こ
に
拍
車
を
掛
け
る
。
国

際
価
格
の
高
値
と
円
安
と

が
共
振
し
て
、
販
売
価
格

が
急
騰
す
る
構
図
と
な
っ

て
い
る
。

　

原
油
、
天
然
ガ
ス
だ
け

で
は
な
い
。
鉱
物
資
源
の

国
際
価
格
も
急
騰
し
て
き

た
。

　

今
後
、
世
界
的
に
普
及

す
る
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）

や
ハ
イ
テ
ク
製
品
に
希
少

金
属
（
レ
ア
メ
タ
ル
）
は

欠
か
せ
な
い
。
も
ち
ろ
ん

日
本
に
レ
ア
メ
タ
ル
は
埋

蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
輸
入

に
依
存
す
る
。

　

原
油
、
天
然
ガ
ス
、
鉱

物
資
源
の
い
ず
れ
も
需
要

は
旺
盛
だ
。
残
念
な
が

ら
、
価
格
高
騰
は
長
期
化

す
る
可
能
性
が
高
い
。
負

担
増
を
覚
悟
し
た
ほ
う
が

よ
い
。

我
慢
し
た
。
因
果
関
係
は

今
も
っ
て
不
明
だ
が
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら

は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
が
売

り
切
れ
た
。
買

い
求
め
る
長
蛇

の
行
列
が
日
常
の
光
景
と

な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
初
期
、
フ
ェ

イ
ス
マ
ス
ク
が
市
場
か
ら

消
え
、
ネ
ッ
ト
で
は
破
格

の
高
額
で
販
売
さ
れ
た
。

間
も
な
く
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
含
む
紙
製
品

も
市
場
か
ら
消
え
た
。
消

費
者
の
需
要
が
急
増
し
、

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
１
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
35

　
「
狂
乱
物
価
」
な
る
用

語
が
飛
び
交
っ
た
１
９
７

０
年
代
。
急
激
な
物
価
高

が
日
本
列
島
に
襲
来
し

た
。
原
因
は
石
油
輸
出
国

機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
原

油
の
禁
輸
措
置
を
発
動
し

た
こ
と
に
あ
る
。
国
際
原

油
価
格
は
実
に
10
倍
に
跳

ね
上
が
っ
た
。世
に
言
う
、

「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
石

油
危
機
）」
で
あ
る
。

　

石
油
消
費
を
節
約
す
べ

く
、
室
内
で
は
消
灯
が
徹

底
、
街
か
ら
は
ネ
オ
ン
が

消
え
た
。
冬
場
で
も
暖
房

は
な
く
、
冷
め
た
弁
当
で

長
期
化
す
る
価
格
高
騰

長
期
化
す
る
価
格
高
騰

杉
浦　

貞
Ｂ６判 95 頁並製本
定価1,100 円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

最
後
の
街
頭
紙
芝
居
師
で
あ
る
著
者
が
、
卒
寿
を
機

に
出
版
。
日
本
民
族
の
魂
で
あ
る
街
頭
紙
芝
居
の
真
髄

を
書
き
残
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
渾
身
の
力
を
振

り
絞
っ
て
書
き
下
ろ
し
た
一
冊
。『
ザ
・
カ
ミ
シ
バ
イ
』

と
併
せ
て
読
む
と
、
街
頭
紙
芝
居
の
世
界
が
深
く
理
解

で
き
る
。

全
国
主
要
書
店
で
発
売
中

　

２
年
前
、
当
時
同
ク
ラ

ブ
の
会
長
を
し
て
い
た
徳

山
性
培
さ
ん
（
62
、
現
11

Ｒ
・
Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
委
員
）
が

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
田
圃

の
オ
ー
ナ
ー
と
知
り
合

い
、
田
圃
を
見
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
。
見
た
瞬
間
、

60
周
年
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
こ
こ
で
し
よ
う
と

閃ひ
ら
めい
た
。

　

役
員
会
で
提
案
す
る

と
、
全
員
が
賛
成
し
た
。

早
速
、
田
お
こ
し
か
ら
苗

を
作
る
た
め
の
種
ま
き
を

行
う
。
苗
植
え
、
肥
料
や

　

東
大
阪
河
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
青
木
隆
会

長
）
が
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
60
周
年
記
念
事
業
と

し
て
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
八
尾
市
内
の
田

圃
（
約
60
坪
）
で
行
っ
た
。

　

田
植
え
は
４
月
に
、
刈
り
入
れ
は
10
月
16
日
と

17
日
の
２
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

　

第
49
回
衆
議
院
選
挙
が

10
月
31
日
に
投
開
票
さ
れ

た
。府
内
19
選
挙
区
で
は
、

日
本
維
新
の
会
が
候
補
者

を
立
て
た
15
選
挙
区
す
べ

て
で
、
公
明
党
が
候
補
者

を
立
て
た

４
選
挙
区

す
べ
て
で

当
選
。

13
区
、

14
区
で
は

ど
ち
ら
も

日
本
維
新

の
会
新
人

が
当
選
し
た
。

　

前
回
10
選
挙
区
で
勝
利

し
た
自
民
党
は
選
挙
区
で

全
敗
し
た
も
の
の
、
宗
清

皇
一
氏
（
51
）
と
谷
川
と

む
氏
（
45
）
が
比
例
復
活

で
、
柳
本
顕
氏
（
47
）
が

比
例
代
表
で
当
選
し
た
。

　

５
区
で
は
共
産
党
元
職

の
宮
本
岳
志
氏
（
61
）
が

比
例
復
活
で
議
席
を
確
保

し
た
。

秋
の
叙
勲

中
河
内
17
人

　

秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ

た
。
中
河
内
で
は
17
人
が

受
章
。
地
方
自
治
、
産
業

振
興
、
教
育
、
警
察
な
ど

顕
著
な
功
績
を
残
し
た
人

を
た
た
え
る
旭
日
章
に
６

人
、
公
的
業
務
に
長
年
従

事
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
瑞

宝
章
に
11
人
が
選
ば
れ
た
。

　

発
令
は
11
月
３
日
付

（
敬
称
略
）。

◎
旭
日
小
綬
章

上
野
欽
示
70
（
元
東
大
阪

市
議
）
東
大
阪
市

小
林
太
郎
70
（
元
日
本
工

業
炉
協
会
長
）
東
大
阪
市

◎
旭
日
単
光
章

髙
井
利
洋
70
（
カ
タ
シ
モ

ワ
イ
ン
フ
ー
ド
代
表
取
締

役
）
柏
原
市

富
永
礼
子
71
（
府
鍼
灸
師

会
副
会
長
）
東
大
阪
市

中
島
孝
夫
84
（
府
菓
子
工

業
組
合
副
理
事
長
）
八
尾

市藤
田
俊
介
72
（
元
藤
田
金

属
社
長
）
八
尾
市

◎
瑞
宝
小
綬
章

住
岡
郁
男
70
（
元
守
口
市

門
真
市
消
防
組
合
消
防
正

監
）
東
大
阪
市

◎
瑞
宝
双
光
章

今
井
澄
70
（
元
日
本
郵
政

公
社
職
員
〈
特
定
郵
便
局

長
〉）

中
西
幸
司
86
（
元
公
立
小

学
校
長
）
八
尾
市

山
田
隆
教
75
（
保
護
司
）

東
大
阪
市

◎
瑞
宝
単
光
章

加
藤
忠
信
72
（
元
東
大
阪

市
消
防
団
分
団
長
）
東
大

阪
市

佐
藤
弘
恒
65
（
元
造
幣
局

職
員
）
東
大
阪
市

田
中
幸
子
79
（
元
工
業
統

計
調
査
員
）
八
尾
市

外
山
光
德
62
（
寺
田
建
設

職
長
）
東
大
阪
市

永
坂
裕
子
61
（
元
府
立
成

人
病
セ
ン
タ
ー
副
看
護
部

長
）
柏
原
市

西
野
仁
71
（
元
八
尾
市
消

防
団
副
団
長
）
八
尾
市

平
井
竹
夫
73
（
民
生
・
児

童
委
員
）
東
大
阪
市

13 区の選挙ポスター

14区の選挙ポスター

東大阪河内ライオンズクラブ

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―

17

河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
５

自
社
製
作
金
型
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よ
る
品
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管
理
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短
納
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対
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自
社
ブ
ラ
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ド
商
品
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積
極
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開
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販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）
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は
、
ウ
イ
ル
ス
で
は
な
く

て
、
人
間
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
」「
メ
デ
ィ
ア
が
作
る

パ
ニ
ッ
ク
が
怖
い
」
と
怒

る
。
メ
ル
マ
ガ
や
連
載

コ
ラ
ム
、
報
道
記
事
な

ど
（
各
種
寄
稿
文
、
院
内

文
書
、
写
真
他
）
に
「
感

染
症
に
か
か
ら
な
い
10
箇

条
」「
コ
ロ
ナ
の
わ
が
ま

◆
体
調
急
変

　

タ
イ
ト
ル

を
コ
ロ
ナ
予

防
ワ
ク
チ
ン

接
種
副
反
応

闘
病
記
と
し

て
い
る
が
、

因
果
関
係
が

証
明
さ
れ
た

わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、

普
通
の
生
活

を
送
っ
て
い

て
体
調
が
急

変
し
た
の
は

ワ
ク
チ
ン
接

種
し
か
思
い

当
た
る
節
が
な
い
。

　

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
木

下
雄
介
投
手
は
、
６
月
28

日
に
ワ
ク
チ
ン
１
回
目
接

種
、
８
日
後
の
７
月
６
日

に
救
急
搬
送
さ
れ
、
８
月

３
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
も
因
果
関
係

は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。

自
分
の
場
合
は
６
月
21
日

に
１
回
目
接
種
、
６
日
後

の
27
日
に
１
回
目
の
救
急

搬
送
、
翌
日
２
回
目
救
急

ゼ
症
状
が
現
れ
た
こ
と
を

心
配
し
た
妻
が
救
急
要
請

し
、
八
尾
徳
洲
会
総
合
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
。
入
院

時
の
心
拍
数
は
１
２
７
、

体
温
は
40
・
６
度
で
あ
っ

た
。

◆
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院

で
治
療

　

八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院

で
は
ま
ず
高
熱
の
原
因
を

突
き
止
め
る
た
め
、
ヨ
ー

ド
造
影
剤
を
血
管
内
に
注

入
し
て
行
う
造
影
Ｃ
Ｔ
検

査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
も
踏
ま
え
、
後
ほ
ど
咽

後
膿
瘍
と
診
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
咽
後
膿
瘍
と

は
、
食
道
と
脊
髄
に
挟
ま

れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
細
菌
感

染
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果

膿
が
溜
ま
る
こ
と
で
あ

り
、
膿
瘍
が
大
き
く
な
る

と
、
気
道
が
圧
迫
さ
れ
て

呼
吸
困
難
か
ら
窒
息
死
、

ま
た
細
菌
感
染
が
血
流
に

よ
り
全
身
に
回
る
と
、
敗

血
症
を
引
き
起
こ
す
な

ど
死
を
呼
ぶ
喉
の
痛
み

（Killersorethroat

）
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

感
染
経
路
追
及
の
た
め
、

問
診
で
は
、「
最
近
焼
き
鳥

を
串
の
ま
ま
食
べ
た
か
、

虫
歯
治
療
を
行
っ
た
か
」

な
ど
聞
か
れ
た
が
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
否

定
し
、ま
た
咀
嚼
筋
・
顎
下
・

舌
下
隙
へ
の
炎
症
進
展
は

な
い
た
め
歯
科
疾
患
由
来

の
可
能
性
は
非
常
に
低
い

と
判
断
さ
れ
た
。
口
腔
内

常
在
菌
か
ら
の
感
染
と
考

え
ら
れ
た
。

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

な
ど
各
種
の
検
査
終
了
後

Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
高
度
治
療
室
）

入
室
。
患
者
の
問
題
点
と

し
て
、
不
明
熱
で
あ
り
炎

症
反
応
高
値
・
急
変
リ
ス

ク
あ
り
と
さ
れ
て
い
る
。

29
日
よ
り
上
気
道
閉
塞
所

見
あ
る
た
め
口
か
ら
の
挿

管
に
よ
る
人
工
呼
吸
管
理

が
実
施
さ
れ
る
。
尿
道
よ

り
膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ
ル

挿
入
、
鎮
静
剤
に
よ
る
鎮

静
強
化
、
自
己
抜
去
予
防

の
た
め
、
両
手
、
両
下
肢

抑
制
帯
開
始
さ
れ
て
い
る
。

点
滴
も
さ
れ
て
い
る
た
め

全
身
に
管
が
挿
入
さ
れ
、

身
動
き
で
き
な
い
状
態
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
救
急

総
合
診
療
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
口
腔
外
科
の
医
師
の

協
議
結
果
、
排
膿
の
た
め

に
喉
を
切
開
す
る
外
科
的

治
療
の
可
能
性
も
検
討
さ

れ
る
。
ま
た
長
期
人
工
呼

吸
器
管
理
と
な
る
場
合
は

気
管
切
開
手
術
を
行
う
可

能
性
も
あ
る
と
さ
れ
た
。

30
日
、
口
腔
に
膿
汁
貯

留
あ
り
吸
引
除
去
さ
れ
る
。

下
咽
頭
、
喉
頭
は
膿
汁
が

溢
れ
出
て
い
る
た
め
咽
後

膿
瘍
自
壊
し
て
い
る
も
よ

う
。
排
痰
援
助
の
た
め
頭

部
を
下
方
に
し
、
重
力
に

よ
る
排
痰
及
び
口
腔
内
に

溢
れ
出
た
膿
の
拭
き
取
り

を
実
施
。
７
月
１

日
、
皮
膚
に
発
赤

が
発
生
。
鎮
静
剤

を
使
用
し
て
意
識

レ
ベ
ル
を
下
げ
て

い
る
状
態
の
た
め
、

誤
嚥
リ
ス
ク
が
高

い
。
適
宜
、
気
道

浄
化
を
図
る
必
要

あ
り
。
膿
汁
貯
留

し
て
お
り
、シ
ョ
ッ

ク
バ
イ
タ
ル
（
生

命
の
危
機
に
至
る

急
性
の
症
候
群
）

へ
移
行
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
。
引
き

続
き
、
呼
吸
・
循

環
動
態
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
必
要
。
２

日
、
口
腔
、
鼻
腔

よ
り
膿
汁
多
量
吸
引
。
鼻

腔
よ
り
経
管
栄
養
投
与
開

始
。
３
日
、
抗
生
剤
ペ
ニ

シ
リ
ン
初
回
投
与
。
炎
症

デ
ー
タ
改
善
傾
向
で
あ
る

が
、
依
然
高
値
で
推
移
。

口
腔
内
分
泌
物
多
量
に
て

適
宜
吸
引
施
行
。
４
日
、

両
鼠
径
発
赤
持
続
、
大
腿

後
面
、
側
服
部
に
も
発
赤

あ
り
。
腎
機
能
障
害
も
あ

り
。
５
日
、
痰
を
中
等
量

〜
多
量
に
回
収
。
発
疹
拡

大
し
て
い
る
印
象
。
元
々

両
鼠
径
発
赤
あ
っ
た
が
、

色
素
沈
着
様
の
変
色
あ
り
。

発
赤
も
体
幹
、
四
肢
、
背

面
と
全
身
的
に
出
現
し
て

い
る
。
６
日
、
心
拍
数
30

台
へ
低
下
。
刺
激
に
て
開

眼
あ
り
40
台
へ
上
昇
。
鎮

静
剤
増
量
後
は
一
時
的
に

心
拍
数
低
下
す
る
こ
と
あ

り
。
皮
膚
科
医
師
往
診
。

抗
生
剤
に
よ
る
中
毒
疹
。

全
身
状
態
は
重
症
（
だ
っ

た
）
が
、
皮
疹
は
重
症
で

は
な
い
た
め
、
継
続
は
可

能
と
考
え
る
。
膿
瘍
腔
は

著
明
に
減
少
。

　

７
日
、
体
幹
や
四
肢
、

注
目
の
歴
史
時
代
小
説

　

て
ぇ
へ
ん
だ
！　

て
ぇ
へ
ん
だ
！　

来
年
、
令
和

４
年
１
月
１
日
よ
り
、
ネ
ッ
ト
の
領
収
書
を
紙
で
印

刷
し
保
管
し
て
い
て
も
領
収
書
と
し
て
認
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。以
前
か
ら
あ
る
電
子
帳
簿
保
存
法
は
、

領
収
書
を
ス
キ
ャ
ナ
し
て
保
存
を
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
私
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
昨
今
は

ネ
ッ
ト
で
物
を
よ
く
買
う
様
に

な
り
ま
し
た
。
領
収
書
は
画
面

上
に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
印
刷

し
て
保
管
す
れ
ば
、
事
業
の
経

費
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

税
務
署
が
調
査
に
来
た
時
に
見

る
た
め
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
こ
の
や
り
方
が
１

月
１
日
よ
り
、
認
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
デ
ー
タ

保
存
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の

が
、
今
年
の
電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
で
す
。
基
本

的
に
は
電
子
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
場
合
に
は
、
改
ざ

ん
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ

と
い
う
デ
ー
タ
に
日
時
を
記
録
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な

い
と
電
子
デ
ー
タ
が
本
物
だ
と
い
う
証
明
が
で
き
ま

せ
ん
。
で
は
、
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
す
か
？　

そ
の
条
件
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ

て
お
り
、
次
の
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ネ
ッ
ト
で
物
を
買
っ
た
と
き
に
画
面
に
で

る
領
収
書
を
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
状
態
に
し
て
お
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
す
る

等
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ッ

ト
上
に
あ
っ
て
も
、
パ
ソ
コ
ン

に
あ
っ
て
も
良
い
の
で
す
。
そ

れ
ら
の
一
連
の
流
れ
は
事
務

処
理
規
定
（
訂
正
・
削
除
は
基

本
的
に
ダ
メ
で
す
が
、
す
る

場
合
は
こ
う
し
ま
し
ょ
う
的
な

規
定
）
を
作
ら
な
い
と
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
規
定
は
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
サ
ン
プ
ル
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
検
索
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
け
ば
、
次
の
「　

」
を
免
れ
る
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
税
務
職
員
に
よ
る
質
問
検
査
権
に
基
づ

く
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
に
応
じ
る
」
で
す
。
税
務

署
が
持
っ
て
帰
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
し
か
し
、

前
か
ら
持
っ
て
帰
る
税
務
職
員
も
い
ま
す
よ
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室
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こ
の
と
こ
ろ
新
規
感
染

者
数
が
急
減
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
効
果
と
予
防
策

励
行
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ

う
が
ウ
イ
ル
ス
自
壊
説
は

興
味
深
い
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
11
月
１
日
時
点
で
全

国
平
均
72
・
０
％
。
中
国

や
ロ
シ
ア
で
は
感
染
再
燃

中
、
世
界
で
は
死
亡
者
は

５
０
０
万
人
を
超
え
、
地

球
規
模
で
の
コ
ロ
ナ
収
束

は
遠
い
。　

　

今
年
８
月
、
在
京
キ
ー

テ
レ
ビ
局
の
番
組
出
演

で
「
時
の
人
」
と
な
っ
た

長
尾
和
宏
医
師
。
命
が
け

の
コ
ロ
ナ
闘
争
記
を
９
月

小
説
伊
勢
物
語

業
平

　
　
髙
樹
の
ぶ
子
著

霧
山
文
三
郎
（
作
家
・
日
本
史
研
究
家
）

在
原
業
平
の
生
身
の
生
涯
を
表
現
豊
か
な
ド
ラ
マ
に

　

古
典
「
伊
勢
物
語
」
は

平
安
初
期
の
歌
物
語
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。

平
城
天
皇
の
孫
で
あ
り
な

が
ら
皇
族
か
ら
出
た
風
流

人
と
し
て
生
き
る
在
原
業

平
と
、
彼
を
取
り
巻
く
女

性
た
ち
の
歌
物
語
、
１
１

７
〜
１
２
０
章
段
か
ら
成

っ
て
い
る
。

　

国
文
学
者
、
大
津
有
一

の
校
注
に
な
る
岩
波
文
庫

の
原
典
は
僅
か
87
頁
で
あ

る
。
髙
樹
の
ぶ
子
さ
ん

は
、
こ
の
短
い
原
典
を
ベ

ー
ス
に
、
日
本
の
国
文
学

者
た
ち
の
研
究
を
検
証
し

な
が
ら
、
往
時
の
政
争
の

背
景
や
時
代
背
景
を
加
え

て
、
原
典
に
収
録
さ
れ
た

和
歌
の
ほ
と
ん
ど
を
網
羅

し
な
が
ら
、
在
原
業
平
の

生
身
の
生
涯
を
表
現
豊
か

な
ド
ラ
マ
に
し
て
書
き
上

げ
た
。
し
か
も
、
文
体
を

可
能
な
限
り
、
平
安
の
雅

を
残
す
古
文
体
に
近
づ
け

る
と
い
う
こ
だ
わ
り
ま
で

見
せ
た
。
男
女
の
肉
欲
を

露あ
ら
わに
表
現
し
な
が
ら
も
、

雅
な
文
体
が
卑
猥
さ
を
消

し
て
い
る
。

　

業
平
の
父
は
桓
武
天
皇

の
後
継
者
、
平
城
天
皇
の

第
一
皇
子
の
阿
保
親
王
で

あ
る
。
そ
れ
で
い
て
阿
保

親
王
は
東
宮
に
な
れ
な
い

ど
こ
ろ
か
、
政
争
に
巻
き

込
ま
れ
て
太
宰
府
へ
の
流

罪
に
も
遭
う
。
そ
れ
に
懲

り
た
か
、皇
族
か
ら
離
れ
、

在
原
の
姓
を
名
乗
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
再
び
政

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
小

説
に
登
場
す
る
応
天
門
の

変
で
あ
る
。
業
平
は
五
男

で
あ
っ
た
。
家
柄
よ
く
、

そ
れ
に
相
応
し
い
教
育
を

受
け
た
好
男
子
で
あ
る
。

だ
が
、
責
任
あ
る
要
職
に

は
就
け
ぬ
。
だ
か
ら
開
き

直
っ
て
「
恋
」
を
遍
歴
す

る
生
涯
を
選
ん
だ
か
。
彼

の
女
性
を
慕
う
心
が
最
も

激
し
く
燃
え
る
の
は
、
藤

原
高た

か

子い
こ

姫
と
の
禁
断
の
恋

で
あ
る
。
高
子
姫
は
摂
政

太
政
大
臣
藤
原
良
房
の
姪

で
あ
っ
て
、
清
和
天
皇
の

許
婚
者
で
あ
っ
た
。
朧
月

夜
に
内
裏
の
姫
の
寝
所
に

忍
び
込
む
業
平
。そ
し
て
、

姫
を
外
へ
連
れ
出
し
、
あ

ば
ら
家
を
見
つ
け
て
逢
瀬

を
求
め
る
が
、
姫
は
兄
た

ち
に
連
れ
戻
さ
れ
、
業
平

は
都
に
は
住
め
な
く
な
っ

た
。
業
平
は
淋
し
く
東
国

を
旅
し
た
後
に
伊
勢
神
宮

に
や
っ
て
来
る
。
親
し
い

惟こ
れ

喬た
か

親
王
の
妹
の
斎
王
の

姫
と
禁
断
の
恋
に
落
ち
た

り
も
し
た
。

　

都
に
戻
り
、
清
和
天
皇

の
女
御
と
な
っ
て
東
宮
を

生
ん
だ
高
子
姫
と
再
会
す

る
場
面
は
あ
ま
り
に
せ
つ

な
い
。

　

晩
年
の
業
平
は
若
い
伊

勢
と
い
う
女
性
に
生
涯
詠

ん
だ
歌
を
託
す
の
で
あ

る
。
そ
れ
が「
伊
勢
物
語
」

と
呼
ば
れ
る
謂
れ
だ
と
考

え
る
説
を
髙
樹
さ
ん
は
取

り
入
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
出
版

２
、４
２
０
円（
税
込
み
）

ま
行
状
10
箇
条
」「
当
院

に
お
け
る
風
邪
患
者
さ
ん

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」「
国

の
コ
ロ
ナ
対
策
10
の
間
違

い
」
等
々
を
含
め
て
書
籍

化
。
映
画
「
痛
く
な
い
死

に
方
」「
け
っ
た
い
な
町

医
者
」
の
原
作
者
で
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
貴
重
な
検

証
文
献
と
な
る
だ
ろ
う
。

〜
〜
〜
〜
〜

　
〈
…
ま
さ
か
感
染
し
て

い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
９
月
６
日
（
月
）
11

時
に
長
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
尼
崎
市
昭
和
通
７
―
２

４
２
）
へ
妻
の
運
転
で
行

く
。
駐
車
場
で
、
長
尾
医

師
が
窓
越
し
に
問
診
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
す
る
と
２
人

と
も
陽
性
。
順
番
に
胸
の

Ｃ
Ｔ
を
撮
る
と
、肺
炎
に
。

完
全
に
コ
ロ
ナ
感
染
だ
。

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
治
療
を

す
る
…
妻
は
翌
日
に
、
良

く
な
っ
て
い
た
。
私
は
一

向
に
良
く
な
ら
な
い
。
妻

が
長
尾
医
師
と
夜
通
し
シ

ョ
ー
ト
メ
ー
ル
と
電
話
で

や
り
取
り
し
…
長
尾
医
師

が
「
メ
タ
ボ
な
の
で
入
院

の
必
要
が
あ
る
」
と
…
す

ぐ
に
は
入
院
で
き
な
か
っ

た
。
７
日
（
火
）
夜
、
救

急
車
を
呼
ん
だ
が
、
酸
素

濃
度
が
95
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
あ
っ
た
の
で
、
救
急
車

は
帰
っ
て
い
っ
た
。
８
日

（
水
）
朝
に
八
尾
市
保
健

所
か
ら
電
話
、
12
時
、
八

尾
市
立
病
院
に
入
院
。
検

査
後
、
24
時
間
点
滴
と
抗

体
カ
ク
テ
ル
療
法
を
受
け

る
。
９
日
（
木
）
と
10

日
（
金
）
は
咳
と
熱
で
七

転
八
倒
…
18
日
（
土
）
10

時
退
院
…
22
日
（
水
）
11

時
30
分
長
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

へ
。「
お
２
人
は
素
晴
ら

し
い
免
疫
を
獲
得
し
た
の

で
、
今
す
ぐ
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
す
る
こ
と
は
や
め
て

く
だ
さ
い
。
今
ワ
ク
チ
ン

を
打
つ
と
、
体
の
中
が
無

茶
苦
茶
に
な
り
、
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
打
つ

な
ら
11
月
以
降
、
で
き
れ

ば
１
回
だ
け
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
長
尾
医
師
は
真

剣
な
眼
差
し
で
念
を
押
し

た
〉

　

こ
れ
は
本
紙
社
長
・
小

野
元
裕
の
コ
ロ
ナ
闘
病
日

記
（
東
大
阪
新
聞
10
月
１

日
号
掲
載
）
か
ら
の
抜
粋

で
あ
る
。
一
般
的
な
対
応

が
時
系
列
で
分
か
る
た
め

引
用
し
た
。

　

少
し
だ
け
紹
介
す
る
と

―
。

　

コ
ロ
ナ
が
迫
っ
て
く

る
。
２
０
２
０
年
１
月
31

日
「
と
う
と
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
わ
が
町
に

迫
っ
て
き
た
」（「
発
生
」）

か
ら
始
ま
り
、
２
０
２
１

年
８
月
４
日
「〝
自
宅
療

養
を
基
本
〞
が
政
府
方
針

に
」（「
嘲
笑
」）で
終
わ
る
。

日
々
の
出
来
事
は
湯
気
の

立
つ
ほ
ど
の
リ
ア
ル
さ
を

瞬
間
冷
凍
し
た
ブ
ロ
グ
や

メ
ー
ル
で
再
録
し
て
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
。
つ
な
が
ら

な
い
接
触
者
相
談
セ
ン
タ

ー
と
保
健
所
、
そ
の
挙
げ

句
の
た
ら
い
ま
わ
し
。
そ

の
現
実
再
現
に
鳥
肌
が
立

つ
。
ウ
ェ
ブ
上
で
の
誹
謗

中
傷
に
対
し
て
も
丁
寧
な

対
応
に
人
間
性
を
感
じ

る
。

　

医
者
の
覚
悟
が
書
か
せ

る
。
中
国
・
武
漢
の
映
像

を
見
て
思
い
出
し
た
の
が

志
願
兵
と
し
て
勤
務
し
た

11
年
前
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
騒
動
。
再
び
、
医

療
者
の
心
意
気
が
試
さ
れ

る
局
面
が
近
づ
い
て
い
る

と
覚
悟
を
決
め
る
。「
今

週
も
目
が
回
り
そ
う
、
何

が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
、

日
付
や
時
刻
が
怪
し
く
な

る
」
な
か
、「
断
ら
な
い

医
療
」
が
当
院
の
モ
ッ
ト

ー
で
は
な
い
か
と
奮
い
立

ち
、「
死
に
そ
う
だ
」
と

メ
モ
を
と
る
。
超
人
的
だ
。

　

自
宅
療
養
を
基
本
に
す

る
。「
軽
症
者
は
自
宅
待

機
で
遠
隔
診
療
で
管
理
す

る
の
が
ベ
ス
ト
」
が
持

論
だ
。「
よ
う
や
く
国
が
、

重
い
腰
を
上
げ
た
。
僕
が

こ
の
１
年
半
以
上
言
い
続

け
て
き
た
こ
と
が
、
よ
う

や
く
実
現
に
向
か
っ
て
動

き
出
す
。
…
こ
れ
か
ら
も

言
い
続
け
る
」「
コ
ロ
ナ

で
も
う
、
ひ
と
り
も
、
死

な
せ
た
く
な
い
。
ひ
と
り

も
、
死
な
せ
へ
ん
。
そ
の

た
め
に
僕
は
、
も
う
少
し

だ
け
町
医
者
と
し
て
頑
張

ろ
う
」。
続
編
が
楽
し
み

ひ
と
り
も
、死
な
せ
へ
ん

コ
ロ
ナ
禍
と
闘
う
尼
崎
の
町
医
者
、

５
５
１
日
の
壮
絶
日
記

長
尾
和
宏
著  

ブ
ッ
ク
マ
ン
社

１
、６
５
０
円（
税
込
み
）

話題の本
コロナ禍で

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

に
出
版
し
た
。「
コ
ロ
ナ

を
５
類
に
下
げ
保
健
所
を

外
す
べ
き
」「
開
業
医
に

よ
る
早
期
診
断
と
早
期
治

療
で
重
症
化
阻
止
」「
イ

ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
全
国
民

配
布
」
な
ど
を
政
府
や

医
師
会
に
提
言
す
る
も

無
為
無
策
に
切せ

っ

歯し

扼や
く

腕わ
ん

す
る
日
々
。「
本
当
の
敵

だ
。

　

ウ
イ
ル
ス
と
は
共
生
す

る
。
日
本
な
ら
で
は
の

「
和
」
や
「
仏
教
」
か
ら

の
発
想
で
は
、「
共
生
を

恐
れ
な
い
こ
と
」
だ
と
い

う
ア
ド
ラ
ー
の
心
理
学
が

役
立
つ
。「
恐
れ
な
い
勇

気
」「
騒
が
な
い
勇
気
」だ
。

空
海
の
「
あ
る
が
ま
ま
に

自
ら
を
知
る
」密
教
の「
三

密
の
修
行
」
と
も
関
連
し

て
「
共
存
」「
共
生
」
だ

と
説
く
。刮
目
に
値
す
る
。

　

読
み
終
え

て
、〝
誰
か
が

始
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

見
返
り
が
一

切
な
く
て
も
。

誰
も
が
認
め

て
く
れ
な
く

て
も
、「
あ
な

た
か
ら
」
始

め
る
の
だ
〞

　

ア
ル
フ
レ

ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
。
長
尾

医
師
ら
し
い
素
晴
ら
し
い

選
択
だ
。

　

長
尾
医
師
は
「
ペ
ス

ト
」
を
改
め
て
読
ん
だ
と

言
う
。未
来
の
あ
る
日
に
、

本
書
を
読
み
解
く
人
が
い

る
だ
ろ
う
。

　

山
本
周
五
郎
が
描
く

「
赤
ひ
げ
診
療
譚
」。
長
尾

医
師
が
赤
ひ
げ
に
重
な
っ

て
く
る
。「
令
和
の
尼
崎

赤
ひ
げ
」
を
想
像
し
な
が

ら
本
を
閉
じ
た
。

敵に塩を送る100文字100文字
歴史小説歴史小説

作
家
・
株
式
会
社
レ
プ
 
ト
ン
代
表
取
締
役

真
弓
創

　
「
あ
り
が
た
し
。
宿
敵
で
あ
る
我

ら
武
田
に
塩
を
売
っ
て
く
だ
さ
る
と

は
」

　
「
な
に
、
こ
れ
も
毘
沙
門
天
の
宣

託
で
あ
る
」

　

喜
ぶ
武
田
方
の
使
者
に
、
上
杉
謙

信
は
微
笑
ん
で
言
葉
を
続
け
た
。

　
「
毘
沙
門
天
は
こ
う
も
仰
っ
た
。

売
値
は
相
場
の
三
倍
に
せ
よ
と
」

搬
送
さ
れ
、
幸
運
に
も
７

月
17
日
に
退
院
し
て
い
る
。

◆
発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢

　

６
月
21
日
（
月
）
コ
ロ

ナ
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
羽
曳

野
市
に
あ
る
藤
本
病
院
で

１
回
目
接
種
。

　

２
回
目
は
副
反
応
が
強

い
が
１
回
目
は
そ
れ
ほ
ど

強
く
な
い
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
た
た
め
、
少
し

甘
く
考
え
て
い
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
接
種
会
場
の

ポ
ス
タ
ー
で
も
、
当
日
の

入
浴
、
適
度
な
飲
酒
は
可

と
さ
れ
て
い
た
。
さ
す
が

に
当
日
の
飲
酒
は
控
え
目

に
し
た
が
、
翌
22
日
は
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
６
０
０
ｍ

泳
い
だ
後
、
１
１
、
０
０

０
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
。

異
物
を
体
内
に
注
入
さ
れ

て
抵
抗
力
が
弱
っ
て
い
る

の
に
激
し
い
運
動
を
し
た

の
が
影
響
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

24
日
頃
か
ら
喉
の
違
和

感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
、

の
ど
飴
を
舐
め
て
い
た
。

26
日
土
曜
日
、
体
の
だ
る

さ
を
感
じ
て
い
た
が
、
理

事
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団

体
の
新
入
会
員
歓
迎
会
に

出
席
し
、
ワ
イ
ン
を
少
量

飲
酒
。27
日
日
曜
日
、一
日

家
で
静
養
し
て
い
た
が
、

夜
に
な
り
40
度
近
い
発
熱
、

嘔
吐
、下
痢
が
あ
っ
た
た

め
、
八
尾
市
立
病
院
に
救

急
搬
送
さ
れ
た
。
到
着
後

ま
ず
コ
ロ
ナ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
い
、
陰
性
と
判
断

さ
れ
た
。
診
察
の
結
果
夏

カ
ゼ
と
診
断
さ
れ
、
解
熱

剤
と
抗
生
物
質
を
処
方
さ

れ
、帰
宅
す
る
。28
日
は
処

方
さ
れ
た
薬
を
服
用
し
、

家
で
静
養
し
て
い
た
が
、

20
時
頃
よ
り
意
識
が
悪
く

ふ
ら
つ
き
な
が
ら
動
き
、

手
足
末
梢
部
に
チ
ア
ノ
ー

中
隊
に
編
入
さ

れ
７
月
６
日
・

神
戸
港
を
出

発
、
13
日
・
塘

沽
上
陸
。14
日
・

定
県
着
と
な
っ

て
い
る
。

　

同
14
年
２
月

20
日
・
両
眼
視

神
経
消
耗
症
の

た
め
定
県
第
３
野
戦
病
院

に
入
院
。
２
月
23
日
・
北

京
陸
軍
病
院
に
収
容
さ

れ
、
４
月
１
日
・
塘
沽
出

発
、
５
日
・
大
阪
港
着
、

同
日
大
阪
陸
軍
病
院
金
岡

分
院
に
収
容
、
同
日
歩
兵

第
63
聯
隊
補
充
隊
第
４
中

隊
に
転
属
。
５
月
４
日
・

松
江
陸
軍
病
院
に
収
容
、

17
日
退
院
、
６
月
３
日
に

召
集
解
除
さ
れ
て
い
る
。

第
16
師
団
の
沿
革

　

明
治
38
年
７
月
、
第
16

師
団
隷
下
と
な
り
８
月
８

日
、
軍
旗
を
拝
受
し
て
い

る
。
同
40
年
３
月
10
日
・

大
阪
府
仙
北
郡
高
石
村
に

移
転
し
て
い
る
。
翌
年
11

月
・
第
16
師
団
か
ら
第
17

師
団
に
所
属
変
更
、
同
16

日
・
島
根
県
八
束
郡
津
田

村
に
移
転
、
大
正
14
年
５

月
１
日
・
第
17
師
団
か
ら

第
10
師
団
に
所
属
変
更
。

　

昭
和
６
年
・
満
州
事
変

に
出
動
。
同
９
年
・
土
竜

山
事
件
で
飯
塚
朝
吉
連
隊

長
戦
死
。
同
12
年
・
日
中

戦
争
、
華
北
各
地
を
転
戦

す
る
。
同
13
年
３
月
・
台

児
荘
の
戦
い
で
は
10
倍
以

上
の
中
国
軍
と
戦
う
。
同

15
年
８
月
・
満
州
興
山
鎮

に
移
駐
。
同
19
年
・
台
湾

に
移
駐
し
守
備
に
当
た
る
。

同
年
12
月
・
ル
ソ
ン
島
へ

転
進
、
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
湾
入
港
直
前
に
潜
水
艦

の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
輸
送

船
「
乾
瑞
丸
」
に
被
弾
、

第
３
大
隊
の
３
分
の
２
が

死
亡
し
た
。
（
つ
づ
く
）

【
著
者
略
歴
】
髙
樹
の
ぶ
子
（
た
か
ぎ
・
の
ぶ
こ
）

　

１
９
４
６
年
山
口
県
生
ま
れ
。
80
年
「
そ
の
細
き
道
」
で

作
家
デ
ビ
ュ
ー
。
84
年「
光
抱
く
友
よ
」で
芥
川
賞
、94
年「
蔦

燃
」
で
島
清
恋
愛
文
学
賞
、95
年
「
水
脈
」
で
女
流
文
学
賞
、

99
年
「
透
光
の
樹
」
で
谷
崎
潤
一
郎
賞
、
２
０
０
６
年
「
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
で
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
、
２
０
１
０

年
「
ト
モ
ス
イ
」
で
川
端
康
成
文
学
賞
。
芥
川
賞
を
は
じ
め

多
く
の
文
学
賞
の
選
考
に
た
ず
さ
わ
る
。
２
０
１
７
年
、
日

本
芸
術
院
会
員
。
２
０
１
８
年
、
文
化
功
労
者
。
著
作
は
ほ

か
に
「
甘
苦
上
海
」、「
オ
ラ
イ
オ
ン
飛
行
」、「
格
闘
」、「
ほ

と
ほ
と
」、「
明
日
香
さ
ん
の
霊
異
記
」
な
ど
多
数
。

令
和
の
尼
崎
赤
ひ
げ
覚
悟
の
書

新風書房代表
福山琢磨（87歳）

ミスター自分史の自分史ミスター自分史の自分史 ３

「画ばさみ」 が語るタクちゃん「画ばさみ」 が語るタクちゃん

中卒時のタクちゃん

つ
い
に
戦
場
へ
行
く
が

眼
病
で
召
集
解
除
に

　

昭
和
13
年
６
月
23
日
・

充
員
召
集
の
た
め
第
63
聯

隊
補
充
員
に
応
召
。
同
日

歩
兵
第
１
６
３
聯
隊
第
８

【著者略歴】
長尾和宏（ながお・ かずひろ）
1984年東京医科大学卒業、大阪大学
第 2内科に入局。1995年兵庫県尼崎
市で開業。複数医師による年中無休
の外来診療と在宅医療に従事。医療
法人社団裕和会理事長、長尾クリニッ
ク院長。医学博士、日本尊厳死協会
副理事長他役職多数、関西国際大学
客員教授ほか。
著書に「痛くない死に方」「平穏死
10の条件」「歩き方で人生が変わる」
など多数。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
り
、

生
活
の
リ
ズ
ム
や
経
済
活

動
も
助
走
か
ら
巡
航
速
度

に
移
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

全
国
各
地
で
町
工
場
を
中

心
と
し
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
が
盛
ん
だ
が
、

２
０
１
８
年
に
産
声
を
上

げ
た「
東
大
阪
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」は
11
月
に

第
５
回
開
催
を
迎
え
る
。

　

開
催
の
キ
ッ
カ
ケ
は
２

０
１
８
年
だ
っ
た
。
近
畿

大
学
・
西
野
昌
克
教
授
（
当

時
）
と
東
大
阪
市
経
済
部

と
の
共
同
作
業
に
よ
り
、

株
式
会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ
Ｍ（
草

場
寛
子
社
長
＝
写
真
）
全

体
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

の
幕
が
上
が
っ
た
。

　

翌
年
２
０
１
９
年
９
月

に
は
「
こ
ー
ば
へ
行
こ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
同
社
を
含

め
た
６
社
の
町
工
場
が
布

施
商
店
街
・
特
設
会
場
に

機
械
や
設
備
を
持
ち
込
み
、

実
際
の
加
工
現
場
を
再
現

し
た
。
参
加
者
は
目
の
前

の
加
工
実
演
で
、
町
工
場

の
疑
似
体
験
が
で
き
た
。

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２

１
年
に
か
け
て
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け

た
が
、
草
場
社
長
の
強
い

意
志
と
情
熱
で
２
社
も
し

く
は
株
式
会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ

Ｍ
単
独
で
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
て
い
る
。

　

２
０
２
１
東
大
阪
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
は

15
社
の
町
工
場
が
参
加
し

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
12

社
が
初
参
加
だ
。
ま
ず
第

一
段
階
と
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
工
場
が
近
隣
住

民
や
社
員
の
家
族
を
招
い

て
工
場
の
中
身
や
実
態
を

よ
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
努
め
る
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
の
究
極
の
目
的

と
し
て
は
町
工
場
に
親
し

ん
で
も
ら
い
、
ゆ
く
ゆ
く

は
就
職
先
と
し
て
選
択
肢

の
ひ
と
つ
に
な
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
下

請
け
体
質
か
ら
の
脱
却
も

基
本
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

世
界
最
強
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品

質
・
価
格
・
納
期
）
を
武
器

に
東
大
阪
ト
ー
タ
ル
で
強

靭
な
体
質
を
目
指
し
た
い
。 　

参
加
の
町
工
場
５
社
を

紹
介
し
よ
う
。

　

①
株
式
会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ

Ｍ
＝
照
明
器
具
の
製
造
、

イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
金
物

製
造
、
②
株
式
会
社
繫
原

製
作
所
＝
Ｅ
Ｖ
用
減
速
機
、

レ
ー
ス
部
品
の
設
計
・
製

造
、
③
株
式
会
社
ア
オ
キ

＝
航
空
機
部
品
製
造
、
人

工
衛
星
ま
い
ど
１
号
、
④

野
田
金
属
工
業
株
式
会
社

＝
建
築
装
飾
金
物
製
造
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
、

⑤
株
式
会
社
関
西
オ
カ
ム

ラ
＝
オ
フ
ィ
ス
家
具
の
製

造
。

　

２
０
２
１
東
大
阪
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー「
こ
ー

ば
へ
行
こ
う
」
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

（
小
川
秀
人
）

２
０
２
１
年
度
「
こ
ー
ば

へ
行
こ
う
」
実
行
委
員
会

株
式
会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ
Ｍ

https://w
w
w
.seiko-

scm.co.jp/

東
大
阪
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

東
大
阪
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

1515
社
の
町
工
場
が

社
の
町
工
場
が
1111
月月
1919
〜〜
2020
日
に
開
催

日
に
開
催

　

私
は
１
９
７
１
年
か

ら
約
46
年
間
私
立
高
等

学
校
の
教
員
を
務
め
て

き
ま
し
た
。
大
し

て
教
員
に
憧
れ
て

い
た
わ
け
で
も
な

く
、
偶
然
１
人
の

欠
員
が
あ
り
、
は

ず
み
で
面
接
を

受
け
た
結
果
、
こ

の
時
点
で
私
の
人

生
が
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
人

生
は
偶
然
と
は
ず

み
で
で
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

男
子
の
商
業
高
校
で

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
し
た
が
、
生
徒
の

実
情
を
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
私
の
七
転
八

倒
の
苦
し
み
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
今
日
は
出
勤

し
よ
う
、
し
か
し

明
日
は
辞
め
る
」

　

こ
れ
が
毎
朝
床

か
ら
離
れ
る
言
い

訳
の
日
課
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、

結
果
と
し
て
こ
の

経
験
が
私
を
育
て

て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
底

辺
の
学
力
＋
や
ん

ち
ゃ
な
生
徒
」
VS

「
気
の
小
さ
い
一
教
員
」

の
物
語
を
数
回
に
分
け

て
連
載
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｎ
）

牛のしっぽ 牛のしっぽ Vol.1Vol.1

七転八倒の苦しみから始まる教員生活

薬
疹
持
続
、
改
善
し
て
い

な
い
印
象
。
人
工
呼
吸
器

離
脱
安
全
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
た
め
抜
管
。
抜

管
後
室
内
気
で
呼
吸
状
態

安
定
。
８
日
、
全
身
性
の

薬
疹
持
続
。
抜
管
後
の
呼

吸
状
態
悪
化
な
し
。

　

９
日
、
尿
測
不
要
の
た

め
、膀
胱
留
置
尿
道
カ
テ
ー

テ
ル
抜
去
。
耳
鼻
咽
喉
科

往
診
に
て
診
察
。
炎
症
所

見
な
し
。
Ｈ
Ｃ
Ｕ
退
室
基

準
に
該
当
し
て
い
る
た
め

一
般
病
棟
へ
転
床
。
薬
疹

全
身
出
現
あ
り
、
鼠
径
、

臀
部
に
た
だ
れ
あ
り
軟
膏

に
て
対
応
中
。
飲
水
開
始
。

10
日
、
リ
ハ
ビ
リ
開
始
。

11
日
意
識
レ
ベ
ル
ク
リ
ア
、

発
熱
な
し
、
呼
吸
平
静
。

12
日
、
常
食
で
経
口
訓
練

か
ら
見
え
る
青
空
が
美
し

く
感
じ
ら
れ
た
。

◆
総
医
療
費
１
８
０
万
円

　

今
回
の
自
己
負
担
額
は
、

表
の
と
お
り
で
あ
る
。
民

間
保
険
も
含
め
た
差
引
の

自
己
負
担
額
は
２
７
０
、

０
６
２
円
で
あ
る
が
、
八

尾
市
か
ら
の
通
知
に
よ
る

と
、
７
月
の
総
医
療
費
は

１
、
４
１
５
、
４
８
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
６
月
の

自
己
負
担
額
は
、
上
記
１
、

２
、
３
の
計
１
２
１
、
６

３
１
円
で
高
額
医
療
費
限

度
額
に
満
た
な
い
た
め
高

額
医
療
費
の
支
給
は
な
い

が
、
３
割
負
担
か
ら
計
算

す
る
と
４
０
５
、
４
３
６

円
の
総
医
療
費
と
な
る
。

６
月
７
月
の
総
医
療
費
合

計
は
１
、
８
２
０
、
９
１

６
円
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け

の
高
度
集
中
医
療
の
結
果
、

命
を
助
け
て
も
ら
っ
た
と

思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

◆
魂
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に

　

入
院
中
に
は
不
思
議
な

体
験
も
あ
っ
た
。
意
識
が

回
復
し
て
、
看
護
師
さ
ん

か
ら
「
気
分
は
ど
う
で
す

か
」と
聞
か
れ
、思
わ
ず「
お

た
く
は
ス
リ
ラ
ン
カ
人
で

す
か
」
と
訊
ね
た
。
ど
う

や
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の
寺
院

に
付
属
し
て
い
る
病
院
に

入
院
し
て
い
る
と
錯
覚
し

て
い
た
ら
し
い
。
生
死
の

境
の
な
か
、
魂
が
ス
リ
ラ

ン
カ
の
古
都
キ
ャ
ン
デ
ィ

に
あ
る
釈
迦
の
歯
を
祀
る

仏
歯
寺
に
救
い
を
求
め
遊

離
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

開
始
。
言
語
療
法
実
施
。

13
日
、
皮
膚
の
紅
斑
消
退
。

お
む
つ
か
ら
リ
ハ
パ
ン
へ

変
更
。
本
日
66
回
目
の
誕

生
日
、
食
事
に
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
の
カ
ー
ド
が

添
付
さ
れ
て
い
た
。
14
日
、

紅
斑
な
く
掻
痒
感
も
な
し
。

15
日
、
発
熱
な
し
、
気
分

不
良
な
し
。
皮
膚
状
態
、

異
常
な
し
。
16
日
、
耳
鼻

咽
喉
科
診
察
、フ
ァ
イ
バ
ー

に
て
鼻
腔
内
正
常
、
炎
症

所
見
な
し
。
退
院
可
能
と

思
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
予
防

ワ
ク
チ
ン
２
回
目
接
種
、

副
反
応
な
し
。

17
日
、
家
族
の
迎
え
あ

り
、
独
歩
に
て
自
宅
へ
軽

快
退
院
。
近
畿
地
方
に
梅

雨
明
け
が
宣
言
さ
れ
た
日

で
あ
り
、
帰
宅
途
中
車
内

　

以
前
に
ス
リ
ラ
ン
カ
に

２
回
、
そ
の
仏
歯
寺
に
は

１
回
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
記
憶
が
夢
の
な
か
で

甦
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
数

日
後
、
そ
の
看
護
師
か
ら

「
ス
リ
ラ
ン
カ
人
か
」
と
訊

ね
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
か
と
言
わ
れ
、「
あ
な

た
で
し
た
か
。
び
っ
く
り

し
た
で
し
ょ
う
ね
」
と
返

事
を
し
た
。

　

意
識
が
回
復
し
て
か
ら
、

応
援
し
て
い
る
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
が
弱
く
な
っ
て
い

る
の
に
も
驚
い
た
も
の
で

あ
る
。
な
ん
と
意
識
が
な

か
っ
た
７
月
１
日
か
ら
８

日
の
間
に
６
連
敗
を
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
自
分
の

意
識
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
、
今
年
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
が
セ
リ
ー
グ
優
勝
で
き

な
か
っ
た
一
因
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
も
因
果
関
係

は
証
明
で
き
な
い
が
。

令和３年６月～７月　咽後膿瘍治療費収支表
月日 支出 金額 収入 金額 備考

１ ６月27日 八尾市立病院 15,070 救急科
２ ７月12日 八尾徳洲会総合病院 105,371 救急総合診療科
３ ７月12日 八尾徳洲会総合病院 1,190 歯科
４ ７月12日 キリン堂 3,146 介護用品
５ ７月17日 八尾徳洲会総合病院 507,094 救急総合診療科
６ ７月30日 アフラック 200,000 入院保険
７ 八尾市 161,809 高額療養費
計 631,871 361,809

差額 270,062

有限会社西田興産代表取締役 西田 貞之
コロナ予防ワクチン接種副反応闘病記寄稿
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ス
感
染
の
影
響
で
一
時
は

途
絶
え
た
。
し
か
し
、
小

川
さ
ん
の
話
を
聞
き
た
い

と
い
う
声
が
各
地
か
ら
寄

せ
ら
れ
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を

使
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く

よ
う
に
。
人
間
万
事
塞
翁

が
馬
、
そ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
人
へ
「
家
系
学
」

を
広
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

多
く
の
デ
ー
タ
を
基
に

し
た
小
川
さ
ん
の
話
は
説

得
力
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
夫
の
祖
母
（
母
方
の

母
親
）
の
家
庭
と
妻
の
祖

母
（
母
方
の
母
親
）
の
家

庭
が
よ
く
似
た
環
境
と
い

う
。
記
者
自
身
の
家
系
図

を
思
い
浮
か
べ
て
合
点
が

い
っ
た
。

件
の
家
系
図
に
携
わ
っ
て

き
た
。
家
系
図
作
成
お
よ

び
研
究
を
続
け
る
な
か

で
、
問
題
の
な
い
家
族
が

理
想
的
な
の
で
は
な
く
、

問
題
か
ら
学
び
解
決
の
道

を
見
出
す
家
族
が
理
想
的

だ
と
い
う
結
論
に
至
り
、

「
家
系
学
」
の
礎
を
築
い

た
。

　

全
国
各
地
で
家
系
図
セ

ミ
ナ
ー
を
開
い
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
〈
島
津
久

光
の
思
想
は
、
か
つ
て
あ

っ
た
こ
と
に
唯
一
の
価
値

を
見
出
す
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
…
読
書
家
と
し
て
の

か
れ
は
、
中
国
の
史
書
に

通
じ
て
い
た
。『
春
秋
左

氏
伝
』、『
資
治
通
鑑
』、『
史

記
』、『
十
八
史
略
』
な
ど

は
、
ほ
と
ん
ど
諳
ん
ず
る

と
こ
ろ
に
ま
で
な
っ
て
い

た
。
こ
の
点
、
西
郷
隆
盛

は
久
光
ほ
ど
の
学
殖
が
な

か
っ
た
が
、
そ
の
読
書
の

範
囲
が
よ
く
似
て
い
る
。

西
郷
が
か
ね
が
ね
、「
私

に
お
い
て
は
あ
え
て
洋

書
を
読
む
必
要
は
な
い
。

『
伝
』
を
よ
く
読
め
ば
国

家
の
興
亡
の
摂
理
が
よ
く

わ
か
る
」
と
い
う
意
味
の

こ
と
を
言
っ
て
い
た
が
、

久
光
も
あ
る
い
は
こ
れ
に

似
て
い
る
。
た
だ
両
者
に

重
要
な
違
い
が
あ
る
。
西

郷
は
史
書
の
な
か
の
国
家

群
の
興
亡
を
み
る
の
に
多

分
に
現
実
的
な
洞
察
眼
を

失
わ
ず
、
と
き
に
す
さ
ま

じ
い
ば
か
り
の
光
彩
を
放

つ
の
に
対
し
、
久
光
の
場

合
は
濃
厚
な
書
斎
的
で
、

教
養
主
義
で
あ
り
、
そ
の

関
心
が
尚
古
意
識
の
中
に

と
ど
ま
り
が
ち
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
〉

　
「
春
秋
左
氏
伝
」
は
孔
子

の
編
纂
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
歴
史
書
「
春
秋
」
の
解

説
書
（
伝
）
で
あ
り
、
中

国
古
代
の
史
伝
説
話
の
宝

庫
。
わ
が
国
で
は
古
来
歴

史
や
文
学
の
み
な
も
と
で

あ
り
為
政
者
や
学
者
の
必

読
書
で
し
た
。
特
に
西
郷

が
「
諸
外
国
と
の
対
応
、

外
交
戦
略
と
い
う
も
の
は

『
春
秋
左
氏
伝
』
を
読
ん
で

い
た
ら
す
べ
て
わ
か
る
」

　

島
津
久
光
も
西
郷
隆
盛

も
読
書
家
で
し
た
。
２
人

の
共
通
点
は
島
津
斉
彬
で

す
が
、
そ
の
置
か
れ
た
環

境
と
立
場
か
ら
視
点
や
座

標
軸
が
異
な
り
ま
す
。

　

久
光
は
中
国
の
史
書
な

ど
に
詳
し
く
、
書
斎
派
の

読
書
狂
と
言
え
ま
す
。
一

方
、
西
郷
は
中
国

の
古
典
な
ど
を
国

家
の
興
亡
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
な
が
ら
現
実
的

に
解
釈
し
、
自
ら
の
血
肉

に
す
る
実
利
的
な
読
み
方

で
す
。
知
識
を
知
恵
に
、

形
式
知
か
ら
暗
黙
知
へ
。

つ
ま
り
、
ブ
ド
ウ
が
ワ
イ

ン
と
な
る
よ
う
に
元
の
材

料
（
知
識
）
を
変
質
し
た

も
の
（
知
恵
）
に
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　

久
光
と
西
郷
の
読
書
ス

タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
司
馬

遼
太
郎
は
「
翔
ぶ
が
如
く

（
六
）」（
文
春
文
庫
）
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書

㉙

と
断
言
す
る
程
の
名
著
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

西
郷
が
歴
史
上
で
最
も

尊
敬
し
理
想
と
し
て
い
た

人
物
は
誰
だ
っ
た
の
か
。

西
郷
隆
盛
の
曾
孫
・
西
郷
隆

文
氏
は
、
自
著
「
西
郷
隆

盛
十
の
『
訓
え
』」（
三
笠

書
房
）
で
江
戸
後

期
の
儒
学
者
・
佐

藤
一
斎
に
傾
倒
し

て
い
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

明
治
７
年
鹿
児
島
に
隠

遁
し
て
私
学
校
を
開
く
に

あ
た
っ
て
、
西
郷
は
佐
藤

一
斎
の
「
言
志
四
録
」
の

中
か
ら
百
一
章
を
自
ら
選

ん
で
書
き
写
し
て
座
右
の

書
に
し
て
い
ま
す
。
最
期

ま
で
懐
中
に
留
め
て
い
ま

し
た
。

　

筆
者
は
中
興
の
祖
と
言

わ
れ
た
国
際
派
の
Ｓ
社
長

か
ら
幹
部
研
修
で
佐
藤
一

斎
の
言
葉
を
多
く
教
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
思
い
出

し
て
い
ま
す
。

主幹研究員　小川敬
京都市下京区五坊大宮町77－202
TEL 075－384－0080

ハッピーメモリーズ株式会社

い
か
ら
大
丈
夫
だ
。※

　

Ｍ
の
検
査
結
果
が
お
か
し
い
。
検

査
す
る
た
び
、
全
て
の
受
診
者
で
全

項
目
が
最
悪
の
レ
ベ
ル
に
な
る
。
何

人
か
精
密
検
査
し
て
も
悪
い
と
こ
ろ

は
全
く
な
い
。
そ
の
後
も
Ｍ
の
調
子

は
悪
い
ま
ま
。
代
理
店
に
電
話
が
つ

な
が
ら
な
い
の

で
メ
ー
ル
。
Ｍ

の
使
用
を
中
止

す
る
。※

　

Ｍ
の
加
盟
店
か
ら
の
電
話
が
鳴
り

や
ま
な
い
。
メ
ー
ル
も
大
量
。
３
店

ほ
ど
Ｍ
の
状
態
を
見
に
行
っ
た
が
、

ど
れ
も
装
置
に
は
異
常
な
し
。
Ｍ
は
、

受
診
者
か
ら
採
取
し
た
波
動
デ
ー
タ

を
モ
ス
ク
ワ
の
製
造
元
に
送
り
、
固

　

検
査
装
置「
Ｍ
」は
旧
ソ
連
で
開
発

さ
れ
ま
し
た
。ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
着
け

る
と
、
量
子
力
学
の
技
術
で
身
体
中

の
部
位
・
臓
器
が
持
つ
固
有
周
波
数
の

ず
れ
を
感
知
し
、
病
気
に
至
る
以
前

の
段
階
、い
わ
ゆ
る「
未
病
」の
状
態
が

分
か
り
ま
す
。
本
検
査
は
自
由
診
療

で
す
（
あ
さ
ひ
あ
お
ぞ
ら
ス
マ
イ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

※

　

月
に
一
度
の
検
査
を
受
け
た
が
、

装
置
に
不
具
合
が
出
た
よ
う
だ
。
Ｍ

は
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
着
け
る
だ
け
な

の
で
、
検
査
は
苦
に
な
ら
な
い
。
検

査
結
果
を
見
な
が
ら
、
体
質
改
善
の

食
事
指
導
を
受
け
る
の
は
楽
し
み
だ

っ
た
の
だ
が
、
検
査
２
回
分
無
料
の

チ
ケ
ッ
ト
を
も
ら
っ
た
の
で
良
し
と

し
よ
う
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
身
体
は
軽

有
周
波
数
と
の
ず
れ
を
解
析
し
て
結

果
が
戻
っ
て
く
る
。
製
造
元
に
問
い

合
わ
せ
る
も
、
解
析
過
程
に
は
問
題

な
く
、
装
置
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
バ

グ
な
ど
も
な
い
と
の
こ
と
。
お
手
上

げ
だ
。

※

　

２
日
前
の
日
本
、
昨
日
の
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
に
続

き
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
か
ら
も
Ｍ

の
異
常
を
知
ら

せ
る
連
絡
あ

り
。
解
析
過
程
に
全
く
問
題
は
な
い
。

装
置
に
も
解
析
に
も
問
題
が
な
い
の

な
ら
、そ
れ
は
検
査
結
果
が
「
正
し
い
」

と
言
う
ほ
か
な
い
。

　

た
だ
、
こ
ち
ら
に
届
い
た
波
動
デ

ー
タ
を
見
る
と
、
そ
れ
は
人
間
を
検

査
し
た
も
の
と
は
思
え
な
い
。
ま
る

で
全
く
別
の
生
物
だ
。

※

　

朝
５
時
30
分
。
普
段
の
土
曜
は
９

時
過
ぎ
ま
で
寝
て
い
る
が
、
自
然
と

目
が
覚
め
た
。
や
は
り
体
調
が
良
い
。

朝
焼
け
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
外
の
景

色
を
見
て
い
る
と
、
不
思
議
と
身
体

が
う
ず
く
。
寝
巻
き
の
ま
ま
、
ふ
ら

ふ
ら
っ
と
サ
ン
ダ
ル
を
つ
っ
か
け
、

表
に
出
る
。
朝
日
を
浴
び
る
と
、
へ

そ
の
あ
た
り
か
ら
指
先
ま
で
、
温
か

い
力
が
行
き
渡
る
。
大
き
な
伸
び
を

し
た
時
、
隣
家
の
前
に
も
私
と
同
じ

よ
う
に
伸
び
を
し
て
い
る
人
が
い
た
。

周
り
を
見
渡
す
と
、
辺
り
一
帯
の
住

民
が
外
に
出
て
い
た
。

　

太
陽
を
あ
が
め
る
よ
う
に
、
大
き

な
伸
び
を
し
て
い
た
。

前
　
兆中森

臨
時

（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

小
説

家
系
図
作
り
が
家
族
問
題
を
解
決
す
る

ハ
ッ
ピ
ー
メ
モ
リ
ー
ズ
株
式
会
社
主
幹
研
究
員

小
川
　
敬
さ
　
　
ん

広域

◇
物
事
の
判
断
基
準
は
聖
典
コ
ー
ラ
ン
◇

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
勢
力
タ
リ
バ

ン
が
首
都
カ
ブ
ー
ル
を
制
圧
し
、
全
土
を
ほ
ぼ
掌
握

し
た
数
日
後
、
あ
る
友
人
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
「
タ
リ
バ
ン
は
正
し
く
イ
ス
ラ
ム
を
理
解
し
行
動

し
て
い
ま
す
か
」
と
。

　

こ
の
思
い
も
寄
ら
な
い
質
問
に
当
惑
し
た
。
メ
ー

ル
に
あ
る
「
正
し
く
」
を
、
何
を
基
準
に
判
断
す
る

か
が
問
題
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
に
と
っ
て
、

物
事
の
判
断
基
準
は
聖
典
コ
ー
ラ
ン
で
あ
り
、
そ
の

コ
ー
ラ
ン
を
基
礎
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
行
為
規

範
、つ
ま
り
イ
ス
ラ
ム
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
い
は
、
タ
リ
バ
ン
の
イ
ス
ラ

ム
理
解
と
行
動
は
コ
ー
ラ
ン
の
教
え
と
イ
ス
ラ
ム
法

に
適
っ
て
い
る
か
否
か
、
を
問
う
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
だ
と
す
れ
ば
、そ
の
裁
決
を
下
せ
る
の
は
神（
ア

ッ
ラ
ー
）
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
非
現
実
的
だ
と
す

れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
自
身
が
コ
ー
ラ
ン
と
イ
ス
ラ

ム
法
の
創
造
的
解
釈
に
基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
問
題

で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
少
々
戸
惑
い
な
が
ら
、「
タ
リ
バ
ン
の

指
導
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
こ
そ
正
し
く
イ
ス
ラ
ム

（
コ
ー
ラ
ン
）
を
理
解
し
、
行
動
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
と

異
な
る
立
場
か
ら
の
理
解

や
解
釈
も
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
な
い
小
生
に
は
、
彼
ら

の
イ
ス
ラ
ム
理
解
や
行
動

の
正
邪
を
判
断
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
返
信

し
た
。

　

す
る
と
、
程
な
く
し
て
、

　
「
日
本
お
よ
び
欧
米
の
マ

ス
コ
ミ
す
べ
て
『
タ
リ
バ

ン
＝
悪
』
と
評
し
て
い
ま

す
が
、
何
か
違
和
感
が
あ

り
ま
す
。
我
々
の
メ
ガ
ネ

で
見
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
し
か
な
い
よ
う
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。
欧
米
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
治
め

る
こ
と
自
体
が
、
疑
問
に
思
え
ま
す
」
と
の
反
応
が

返
っ
て
き
た
。

◇
異
文
化
へ
の
ま
な
ざ
し
◇

　

日
本
や
欧
米
の
マ
ス
コ
ミ
が
挙こ

ぞ
っ
て
「
タ
リ
バ
ン

＝
悪
」
と
評
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
判
断
の

物
差
し
は
、
友
人
が
い
み
じ
く
も
言
っ
た
よ
う
に
、

「
我
々
の
メ
ガ
ネ
」で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、果
た
し
て
、

そ
の
メ
ガ
ネ
は
絶
対
に
正
し
い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

世
界
に
は
実
に
多
様
な
文
化
が
あ
る
。「
文
化
」

の
定
義
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
仮
に
、「
一
つ
の
社
会

の
構
成
員
が
共
有
し
て
い
る
価
値
観
に
基
づ
く
思
考

様
式
、
行
動
様
式
、
生
活
様
式
」
と
捉
え
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
社
会
に
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
育
ま
れ

て
き
た
固
有
の
文
化
（
価
値
体
系
）
が
あ
る
。
そ
れ

ら
文
化
の
間
に
は
優
劣
の
差
な
ど
な
い
。

　

今
日
の
多
文
化
共
生
社
会
で
は
、
異
文
化
理
解
の

大
切
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
は
互
い
の
価
値
観
の

違
い
を
認
識
し
、
そ
の
違
い
を
認
め
合
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
た
と
え
ば
、
い
ず
れ
の
社
会
に
も
善
悪

の
観
念
は
あ
る
が
、
何
が
善
で
何
が
悪
か
は
文
化
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
日

本
や
欧
米
の
価
値
観
は
絶
対
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
多
様
な
価
値
観
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、文
化
の
担
い
手
は
個
人
で
あ
る
。

同
じ
社
会
の
構
成
員
と
い
え
ど
も
、
一
人
ひ
と
り
他

者
と
異
な
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
。
や
や
も
す
る

と
、「
タ
リ
バ
ン
＝
悪
」と
一
括
り
に
捉
え
が
ち
だ
が
、

タ
リ
バ
ン
に
も
穏
健
な
人
も
い
れ
ば
過
激
な
人
も
い

る
。
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い
。
こ
れ
は
何
も
タ
リ

バ
ン
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
異
文

化
を
理
解
す
る
う
え
で
、
対
話
に
よ
る
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。

◇
イ
ス
ラ
ム
理
解
の
難
し
さ
◇

　

時
折「
イ
ス
ラ
ム
は
よ
く
分
か
ら
な
い
」と
か
、「
イ

ス
ラ
ム
は
怖
い
」な
ど
の
声
を
耳
に
す
る
。
そ
れ
は
、

自
分
の
物
の
見
方
や
考
え
方
で
は
容
易
に
理
解
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ

の
大
き
な
要
因
は
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
日
本
の
文
化

と
本
質
的
に
異
質
だ
か
ら
で
あ
る
。
根
本
的
に
異
な

る
イ
ス
ラ
ム
文
化
を
自
分
た
ち
の
物
差
し
で
理
解
し

よ
う
と
す
る
こ
と
に
、
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
る
。

　

で
は
、
イ
ス
ラ
ム
を
理
解
す
る
う
え
で
、
基
本
的

に
重
要
な
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
」
と
は
、
語
義
的
に
は
「
神
の
意
志

に
帰
依
服
従
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
に
し
て
生
き
る
人
を
「
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス

ラ
ム
教
徒
）」
と
い
う
。
た
だ
、一
般
に
「
イ
ス
ラ
ム
」

と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
神
へ
の
帰
依

信
仰
を
核
と
し
な
が
ら
、
西

暦
７
世
紀
初
頭
か
ら
今
日
ま

で
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た

生
活
文
化
の
総
体
を
指
し
て

い
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
を
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
生
活
文
化
の
総
体
と
広

義
に
捉
え
る
と
、
日
常
生
活

そ
れ
自
体
が
宗
教
生
活
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、

聖
な
る
領
域
と
俗
な
る
領
域

は
不
可
分
で
あ
る
。
こ
の
聖

俗
一
元
（
政
教
一
致
）
に
こ

そ
、
イ
ス
ラ
ム
の
特
殊
性
が

あ
る
。
こ
の
点
を
し
っ
か
り

と
踏
ま
え
る
こ
と
が
、
イ
ス

ラ
ム
理
解
へ
の
第
一
歩
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、こ
れ
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

政
教
分
離
を
国
是
と
す
る
世
俗
主
義
の
日
本
で
は
、

公
立
学
校
で
の
宗
教
教
育
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
学
校
教
育
を
通
し
て
、

政
教
分
離
と
い
う
二
元
的
な
物
の
見
方
や
考
え
方
を

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
刷
り
込
ま
れ
、
身
に
付
け

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
日
本
人
が
、
宗
教
や

信
仰
を
日
常
生
活
と
は
別
領
域
の
こ
と
と
受
け
止
め

が
ち
な
の
は
、そ
の
証
左
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
二
元
的
な
思
考
や
視
点
か
ら
、
聖
俗
一
元

と
い
う
全
く
異
質
な
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
生
起
す
る
事

象
を
眺
め
る
と
き
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
た
ち
の
考
え
や

行
動
に
違
和
感
を
抱
い
た
り
、「
イ
ス
ラ
ム
は
怖
い
」

と
か
、「
タ
リ
バ
ン
＝
悪
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
評

価
に
繋
が
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
聖
俗
一
元
と
い
う
特
殊
性
は
、
聖
典
コ
ー
ラ

ン
に
淵
源
す
る
。
イ
ス
ラ
ム
の
最
も
重
要
な
根
本
信

条
は
、「
ア
ッ
ラ
ー
の
他
に
神
は
な
し
。
ム
ハ
ン
マ

ド
は
神
の
使
徒
な
り
」
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に

と
っ
て
、
唯
一
な
る
神
（
ア
ッ
ラ
ー
）
を
信
じ
、
そ

の
神
の
意
志
に
帰
依
服
従
し
て
生
き
る
と
は
、
コ
ー

ラ
ン
の
言
葉
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
コ
ー
ラ
ン
は
神
が
語
っ
た
言
葉
で

あ
り
、
神
の
自
己
啓
示
そ
の
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

（
12
月
15
日
号
に
つ
づ
く
）

西郷隆文著「西郷隆盛　十の『訓え』」

読
書
ス
タ
イ
ル
の
違
う
久
光
と
西
郷

銘
沖
縄
・
北
方
担
当
相
は

就
任
後
初
め
て
、
納
沙
布

岬
か
ら
北
方
領
土
を
遠
望
、

視
察
し
た
と
い
う
の
だ
。

な
ぜ
、
わ
が
国
土
に
行
け

な
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な

不
条
理
に
怒
っ
て
い
る
と

き
、
本
書
に
巡
り
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
中
津
孝
司
氏
は

本
書
執
筆
に
つ
い
て
、
研

究
教
育
生
活
30
年
と
還
暦

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
一

里
塚
を
残
し
て
お
き
た
い

と
述
べ
て
い
る
。
タ
イ
ト

ル
は
、
ロ
シ
ア
と
プ
ー
チ

ン
を
取
り
巻
く
広
い
世
界

を
分
析
す
る
も
の
。
米
中

激
突
、
中
露
、
イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
、
中
東
情
勢
な
ど

視
界
不
良
の
カ
オ
ス
状
態

が
続
く
な
か
で
は
、「
危

11
月
１
日
開
催
の
第
26

回
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
＝
英
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
）

に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
習

近
平
主
席
は
欠
席
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク

Ｖ
」
を
開
発
、
接
種
す
る

も
感
染
は
衰
え
な
い
。
一

方
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
モ
ス
ク
ワ
で
「
極
超
音

速
ミ
サ
イ
ル
来
年
か
ら
海

軍
に
配
備
」（
11
月
３
日
）

と
外
電
は
伝
え
た
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
安

倍
晋
三
元
首
相
と
の
頻
繁

な
対
話
は
何
を
残
し
た
の

か
。
８
月
に
は
亡
命
希
望

の
ロ
シ
ア
人
男
性
が
国
後

島
か
ら
20
㎞
を
泳
い
で
北

海
道
東
部
（
中
標
津
町
）

に
上
陸
。
そ
の
後
、
話
題

に
な
ら
な
い
。
10
月
、
西

機
へ
の
処
方
箋
を
描
き
、

リ
ス
ク
管
理
に
備
え
る
し

か
な
い
」
が
中
津
氏
の
基

本
的
思
考
で
あ
る
。

　

本
書
を
読
む
に
は
、
ま

ず
、
鳥
瞰
的
に
読
む
の
が

お
す
す
め
。
国
境
を
接
す

る
国
々
は
火
種
の
元
。
そ

の
た
め
地
政
学
的
理
解
に

も
地
球
儀
を
回
し
な
が
ら

読
み
進
め
る
と
面
白
く
な

る
。
次
に
、
国
際
政
治
経

済
情
報
の
豊
富
さ
は
読
み

手
を
退
屈
さ
せ
な
い
。
中

津
氏
は
ロ
シ
ア
社
会
の
内

部
も
の
で
は
な
く
「
ロ
シ

ア
を
取
り
巻
く
国
際
関
係

を
分
析
す
る
読
み
物
」
だ

と
言
う
。
簡
潔
で
明
快
な

テ
ン
ポ
の
い
い
表
現
が
心

地
よ
い
。「
中
東
産
原
油

を
も
は
や
必
要
と
し
な
い

米
国
は
中
東
防
衛
の
大
義

を
失
い
米
軍
の
撤
収
に
着

手
」、「
こ
の
空
白
を
埋
め

る
の
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
の

か
、
ロ
シ
ア
と
中
国
は
虎

視
眈
々
と
中
東
世
界
の
覇

権
勢
力
図
を
狙
う
」、「
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
呼
吸
す
る

よ
う
に
嘘
を
連
発
す
る
。

そ
の
言
葉
に
真
実
や
本
音

は
な
い
」
等
々
、ス
ト
レ
ー

ト
に
突
き
刺
さ
る
。

　

本
書
の
内
容
に
少
し

触
れ
て
お
く
と
、
第
１

章
「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

『
誤
算
』」
で
は
、
感
染
爆

発
の
な
か
、
外
出
制
限
を

継
続
し
な
が
ら
建
設
業
や

製
造
業
で
は
事
業
再
開
を

行
っ
た
。
加
え
て
、
ワ

ク
チ
ン
開
発
を
急
い
だ
。

「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
Ｖ
」
は

副
作
用
が
多
い
と
不
評
で

あ
る
。
そ
の
結
果
は
現
在

も
感
染
が
急
拡
大
し
て
い

る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ミ
ス
だ
。
ロ

シ
ア
経
済
救
済
に
「
政
府

は
財
政
赤
字
膨
張
を
恐
れ

て
、
先
進
国
の
よ
う
な
大

胆
な
財
政
出
動
を
躊
躇

し
て
い
る
」。
憲
法
改
正

で
次
期
大
統
領
（
２
０
２

４
年
）
選
出
馬
で
プ
ー
チ

ン
政
権
の
安
定
を
図
る
構

え
だ
。
反
米
姿
勢
を
強
め

中
国
と
協
調
態
度
を
と
り

「
ロ
シ
ア
独
自
の
道
」
を

行
く
。
ロ
シ
ア
の
「
中
国

化
」、
中
露
は
「
同
じ
穴

の
貉む

じ
な

」、「
う
わ
べ
だ
け

の
見
せ
か
け
」と
断
じ
る
。

　

世
界
が
追
求
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
の
新
し
い
時
代

に
、
石
油
は
不
要
と
な

る
。
資
源
大
国
の
ロ
シ
ア

も
ま
た
時
代
遅
れ
の
「
老

国
」
扱
い
か
。「
プ
ー
チ

ン
政
権
20
年
間
で
悲
願
の

経
済
大
国
は
実
現
し
て
い

な
い
」、「
世
界
５
大
経
済

国
へ
の
仲
間
入
り
は
夢
の

ま
た
夢
で
あ
る
」
と
バ
ッ

サ
リ
斬
る
。「
皇
帝
プ
ー

チ
ン
」
の
退
位
か
、
健
康

問
題
で
退
位
か
、
名
も
な

き
後
継
者
と
交
代
か
、「
案

外
、
プ
ー
チ
ン
劇
場
の
幕

切
れ
は
早
い
の
か
も
知
れ

な
い
」
と
見
る
目
利
き
の

中
津
氏
の
予
想
。

　

最
終
章
「
大
胆
予
測
―

21
世
紀
の
国
際
関
係
を
読

み
解
く
」
で
は
、
独
断
と

偏
見
で
大
胆
に
予
想
す

る
。
例
え
ば
、
米
国
社
会

は
白
人
人
口
は
減
少
し
多

様
化
が
進
む
。「
共
和
党

の
輝
き
」
は
失
せ
共
和
党

の
再
生
は
不
可
能
、
思
考

停
止
を
繰
り
返
す
。
自
動

車
産
業
界
は
電
動
化
と
自

動
化
が
同
時
進
行
す
る

と
、
も
は
や
自
動
車
企
業

の
独
壇
場
で
な
く
な
る
。

「
21
世
紀
型
産
業
変
革
」

が
導
く
、
自
動
車
産
業
の

大
激
変
・
大
激
動
で
あ
る
。

先
進
国
か
ら
先
端
技
術
を

盗
み
出
す
「
強
盗
大
国
」

に
対
し
て
、
コ
コ
ム
復
活

を
提
案
。
中
国
で
は
少
子

高
齢
化
が
進
行
し
社
会
保

障
費
は
増
大
、
老
衰
現
象

が
表
れ
る
。「
中
国
共
産

党
が
経
済
に
介
入
す
る
限

り
、
一
層
の
発
展
は
困
難

で
あ
る
」。
北
方
領
土
に

つ
い
て
、「
た
と
え
ロ
シ

ア
で
世
代
交
代
が
進
ん
で

も
、
ロ
シ
ア
は
ロ
シ
ア
、

ロ
シ
ア
人
は
ロ
シ
ア
人
で

あ
る
。
領
土
問
題
に
展
望

が
開
け
る
と
判
断
す
る
の

は
早
計
で
あ
る
。
北
方
領

土
を
ロ
シ
ア
当
局
が
日
本

に
返
還
す
る
こ
と
は
絶
対

に
な
い
」。「
領
土
割
譲
禁

止
」
と
い
う
改
正
憲
法
の

条
文
が
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー

ト
の
付
い
た
記
念
碑
が
国

後
島
に
設
置
さ
れ
た
と
い

う
。「
断
言
で
き
る
、
東

京
は
甘
い
幻
想
を
捨
て
去

る
こ
と
で
あ
る
」
と
手
厳

し
い
。

　

最
後
に
、「
プ
ー
チ
ン

皇
帝
の
世
界
戦
略
」。
経

済
利
権
は
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
そ
の
イ
ン
ナ
ー
サ
ー

ク
ル
に
集
中
し
、
貧
富
の

差
は
拡
大
す
る
一
方
で
あ

る
。
経
済
力
は
脆
弱
で
も

膨
張
主
義
と
核
兵
器
大

国
で
あ
る
。
プ
ー
チ
ン

に
と
っ
て
の
当
面
の
課
題

は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と

の
戦
い
と
な
る
。
ロ
シ
ア

国
内
へ
の
侵
入
を
い
か
に

防
ぐ
か
。「
ロ
シ
ア
は
臆

病
な
国
で
あ
る
。
ゆ
え
に

防
衛
力
を
強
化
す
る
。
ロ

シ
ア
は
異
質
な
国
で
あ

る
。
国
際
社
会
に
融
合
す

る
こ
と
は
な
い
。
盟
友
も

い
な
い
。
独
自
路
線
を
ひ

た
す
ら
歩
む
。
こ
の
独
自

性
が
自
由
世
界
と
の
軋
轢

を
生
む
。
ポ
ス
ト
・
プ
ー

チ
ン
に
な
っ
て
も
ロ
シ
ア

の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。

日
本
は
ロ
シ
ア
と
の
向
き

合
い
方
を
再
考
す
べ
き
で

あ
る
」
と
結
ぶ
。

　

確
か
に
、
ロ
シ
ア
と

プ
ー
チ
ン
を
め
ぐ
る
魑ち

魅み

魍も
う

魎り
ょ
う

の「
読
み
物
」を
楽

し
く
読
み
な
が
ら
「
現
在

史
」を
学
ん
だ
。歴
史
嫌
い

が
歴
史
好
き
に
な
る
良
書

と
い
え
る
。（

石
河
亮
平
）

寄
稿
寄
稿
寄
稿

天
理
大
学
名
誉
教
授

澤
井
義
則

タリバンのイスラムタリバンのイスラム
理解は正しいか理解は正しいか

　

家
族
の
問
題
で
悩
む
人

は
多
い
。
解
決
し
よ
う
に

も
、
誰
に
相
談
し
て
い
い

の
か
分
か
ら
ず
途
方
に
暮

れ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

ど
ん
な
問
題
で
も
同
じ

だ
が
、
解
決
す

る
に
は
根
を
辿

ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
家
族

問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、

家
系
図
を
作
り

分
析
す
る
こ
と
が
近
道

だ
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
メ
モ
リ
ー
ズ

株
式
会
社
の
小
川
敬
主
幹

研
究
員
（
50
）
＝
写
真
＝

は
30
年
に
わ
た
り
約
３
万

１

　

オ
ー
バ
ー
カ
ム
合

同
会
社
（
大
阪
市
天

王
寺
区
東
高
津
町
11

―
７
―
５
Ｆ
）
が
、

大
阪
市
要
約
筆
記
者

派
遣
事
務
局
派
遣

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

宇
田
二
三
子
さ
ん
へ

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
シ
ー

ル
ド
を
寄
付
し
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
マ

ス
ク
着
用
生
活
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
が
、
障

が
い
者
に
と
っ
て
表
情
が

見
え
な
い
こ
と
は
会
話
を

始
め
日
常
生
活
に
影
響
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
ク
リ
ア

な
視
界
が
保
持
で
き
口
元

が
よ
く
見
え
喜
怒
哀
楽
が

相
手
に
伝
わ
り
安
心
感
を

与
え
る
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

シ
ー
ル
ド
を
広
め
て
い
る
。

　

宇
田
さ
ん
は
「
こ
う
い

う
の
が
欲
し
か
っ
た
の
よ
」

と
喜
び
、
メ
ガ
ネ
を
付
け

た
ま
ま
で
装
着
で
き
る
点

を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

　

同
社
の
天
野
豊
代
表

（
66
）
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

　
「
障
が
い
者
や
福
祉
関

係
者
に
は
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

シ
ー
ル
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
広

く
一
般
に
、
例
え
ば
飲
食

店
な
ど
で
宣
伝
材
料
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
お
客
様

動
員
の
一
助
に
な
れ
ば
嬉

し
い
」

　

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
シ
ー
ル

ド
の
問
い
合
わ
せ
は
オ
ー

バ
ー
カ
ム
合
同
会
社
（
☎

０
６
―
４
３
０
５
―
７
２

４
８
）
へ
。（
植
村
眞
一
） 　

パ
イ
プ
マ
シ
ン
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
、

　

水
産
業
界
も
、
天
然
漁

か
ら
か
な
り
の
部
分
が
養

殖
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
た
だ
、
養
殖
職
人
の

経
験
や
勘
に
頼
っ
て
い
る

現
状
や
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
で
管
理
が
行
き
届
か

な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
同
社
で
は
次
の

よ
う
な
手
順
で
養
殖
場
の

分
析
・
提
案
を
進
め
て
い

る
。①
養
殖
場
の
水
質（
ア

ン
モ
ニ
ア
・
亜
硝
酸
・
硝

酸
な
ど
）
を
分
析
し
、
最

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式
会

社
（
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）
が
、
失

敗
し
な
い
養
殖
の
た
め

に
、
全
国
の
養
殖
業
者

に
「
ス
マ
ー
ト
陸
上
養

殖
シ
ス
テ
ム
」（
イ
ラ

ス
ト
）
を
積
極
的
に
提

案
販
売
し
て
い
る
。

　

最
近
、ス
マ
ー
ト（
賢

い
）
と
い
う
語
句
を
よ

く
耳
に
す
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
等
々

だ
。

適
な
シ
ス
テ
ム
を
提
案
、

②
シ
ス
テ
ム
設
計
（
基
本

シ
ス
テ
ム
・
応
用
シ
ス
テ

ム
）
を
経
て
、
③
設
備
設

計
（
飼
育
水
槽
・
浄
化
槽
・

酸
素
溶
解
装
置
）
を
整
え

る
。
以
上
の
条
件
を
総
合

し
て
提
案
・
見
積
書
を
提

出
し
て
い
る
。

　

同
社
の
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
マ
ス
タ
ー
）養
殖
池
・

水
質
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

は
、
養
殖
池
の
水
質
異
常

を
事
前
に
防
ぐ
画
期
的
な

シ
ス
テ
ム
だ
。

　

各
水
質
ご
と
の
変
動
推

移
を
グ
ラ
フ
化
し
て
池
の

現
状
を
可
視
化
し
て
い

る
。
あ
ら
か
じ
め
水
質
変

動
許
容
値
を
設
定
し
、
許

容
値
を
逸
脱
し
た
場
合
は

作
業
者
に
通
知
し
て
適
切

な
水
質
対
策
を
行
う
ど
こ

に
も
な
い
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

国
内
の
養
殖
４
大
産
地

は
千
葉
県
・
愛
知
県
・
静

岡
県
・
鹿
児
島
県
で
あ
り
、

養
鯉
・
養
鱒
・
養
鰻
が
盛

ん
な
土
地
柄
だ
。
同
社
の

水
質
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

の
普
及
に
よ
り
、
養
殖
業

者
の
ス
マ
ー
ト
化
が
進

む
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

（
小
川
秀
人
）

社長　宮川一彦
東大阪市菱屋東1-9-3
TEL 072-961-9893

レッキス工業株式会社

パ
イ
プ
マ
シ
ン
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Ｅ
Ｘ
が
陸
上
養
殖
シ
ス
テ
ム
販
売

研
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教
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活
30
年
の
一
里
塚

皇
帝
プ
ー
チ
ン
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の
野
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中
津
孝
司
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エ
レ
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ァ
ン
ト
シ
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ル
ド

エ
レ
フ
ァ
ン
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シ
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ル
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宇
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三
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新刊本

創成社 2,420 円（税込み）

宇田二三子さん（左）と天野豊代表
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と
こ
と
ん
コ
リ
を
ほ
ぐ

し
て
く
れ
る
こ
と
で
地
域

に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
も

み
ほ
ぐ
し
真
心
」
山
本
店

（
八
尾
市
山
本
町
南
１
―

８
―
17
）。
も
み
ほ
ぐ
し
、

足
つ
ぼ
、
フ
ッ
ト
オ
イ
ル

コ
ー
ス
を
基
本
と
し
、
オ

プ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド
ス
パ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。

10
月
20
日
に
「
も
み
ほ

ぐ
し
真
心
」久
宝
寺
店（
八

尾
市
跡
部
本
町
１
―
１
―

34
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

吉
岡
正
男
代
表
（
34
）
は

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

出
店
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
疲
れ
を
癒
し
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

た
だ
今
、
全
身
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
大
幅
割
引
中
だ
。

　

こ
れ
だ
け
ワ
ク
チ
ン
後

遺
症
を
診
て
し
ま
う
と
、

３
回
目
接
種
な
ん
て
と
て

も
考
え
ら
れ
な
い
。
パ
ス

ポ
ー
ト
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
も
反
対
す
る
。

　

出
張
や
旅
行
で
海
外
に

渡
航
す
る
際
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
直
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
仕

方
が
な
い
か
も
知
れ
な

い
。

　

現
時
点
で
は
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

や
や
こ
し
い
ら
し
い
。
海

外
旅
行
者
の
利
益
の
た
め

に
は
接
種
歴
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
必
要
か
も
。

　

し
か
し
、
国
内
旅
行
や

国
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、

パ
ス
ポ
ー
ト
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

直
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
は
反

対
だ
。

　

①
ワ
ク
チ
ン

を
打
っ
て
も
感

染
す
る
し
免
疫

状
態
は
様
々
。

　

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
高
価
だ
し

無
症
状
者
に
は

無
意
味
で
あ

る
。

　

③
「
ワ
ク
チ

ン
パ
ス
ポ
ー

ト
」
と
い
う
発

想
が
無
意
味

だ
。
パ
ス
ポ
ー

ト
は
差
別
や
分

断
を
生
む
だ

け
。
た
と
え
期

間
を
区
切
っ
て

も
ナ
ン
セ
ン

ス
。

　

こ
れ
が
理
由

だ
。

段ボール・アート段ボール・アート
第３弾はパッカー車

児童デイサービス クローバー春日

久宝寺店 1010月2020日 オープン

オ
ン
ラ
イ
ン
受
験
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
ポ
ラ
リ
ス
代
表
取
締
役

吉
村
暢
浩
さ
　
　
ん

Ｂ
Ｙ
Ｂ
Ｓ
非
認
知
能
力
育
児
コ
ー
チ  

東
口
る
み
さ
　
　
ん

非
認
知
能
力
教
育
で
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
高
め
る 久宝寺店前で、吉岡正男代表（左）

とスタッフ

イ ベ ン ト 情 報

代表取締役　吉村暢浩
大阪市西区靱本町1―18―8
　AXISWEST本町ビル7階
TEL 090 ― 3996 ― 4746

株式会社ポラリス

代表　吉岡正男
［山本店］八尾市山本町南１―８―17
　　　　TEL 072 ―975 ―6744
　　　　営業時間：10時～24時　定休日：木曜日
［久宝寺店］八尾市跡部本町1―1―34
　　　　TEL 072 ―990 ―3888
　　　　営業時間：10時～21時　定休日：木曜日

もみほぐし 真心

　
「
ど
う
い
う
意
味

じ
ゃ
」

　

顔
回
「
回
は
仁
義
を

忘
れ
ま
し
た
」

　

孔
子
「
よ
か
ろ
う
。

だ
が
も
う
す
こ

し
じ
ゃ
な
」

　

他
日
、
顔
回

は
ま
た
お
目
見

え
し
て
言
っ

た
。

　
「
回
は
益
す

る
と
こ
ろ
が
ご

ざ
い
ま
し
た
」

　

孔
子
「
ど
う
い
う
意

味
じ
ゃ
」

　

顔
回
「
回
は
礼
楽
を

忘
れ
ま
し
た
」

　

孔
子
「
よ
か
ろ
う
。

だ
が
も
う
す
こ
し
じ
ゃ

な
」

　

他
日
、
顔
回
は
ま
た

お
目
見
え
し
て
言
っ

た
。

　
「
回
は
益
す
る
と
こ

ろ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

回
は
坐
忘
し
ま
し
た
」

　

孔
子
は
居
ず
ま
い
を

　

心
斎
の
話
に
続
く
孔

子
と
顔
回
の
問
答
。

　

顔
回
は
言
っ
た
。

　
「
回
は
益え

き

す
る
と
こ

ろ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

孔
子
は
言
っ
た
。

正
し
て
言
っ
た
。

　
「
何
を
坐
忘
と
い
う

の
じ
ゃ
」

　

顔
回
「
手
足
や
体
の

力
を
抜
い
て
だ
ら
り
と

さ
せ
、
自
ら
が
聡
明
で

あ
る
な
ど
と
思
わ
ず
、

肉
体
を
離
れ
、
人
知
を

去
り
、
大
い
な
る
道
に

同
化
し
ま
す
。
こ
れ
を

坐
忘
と
申
し
ま
す
」

※
儒
教
は
学
問
的
知
識

を
積
み
重
ね
、
人
格
を

完
成
さ
せ
る
。
そ
れ

が
「
益
」
で
あ
る
。
孔

子
は
「
わ
し
は
、
か
つ

て
終
日
食
べ
す
、
終
夜

寝
な
い
で
、
思
考
を
め

ぐ
ら
せ
た
が
益
は
な

か
っ
た
。
学
ん
だ
方
が

よ
か
っ
た
」（「
論
語
」）

と
述
べ
た
。
こ
こ
は

次
々
と
忘
れ
て
い
く
。

む
し
ろ「
損
」だ
が
、「
益

せ
り
」
と
顔
回
に
言
わ

せ
て
い
る
。

　
坐
忘
は
「
端
坐
（
正

し
く
坐
る
）」
と
さ
れ

る
が
、「
坐
」
を
「
い

な
が
ら
に
し
て
」
と
読

め
ば
「
無
意
識
の
う
ち

に
自
己
を
忘
れ
る
」
と

な
る
。
顔
回
は
孔
子
を

超
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

坐
　
忘

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
大
学
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

十
七
十
七

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

坐忘 （隷書）　XING Che 作 

　
「
政
府
の
や
り
方
に
我
慢
で
き
ま
せ
ん
。
昨
日
、

デ
モ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
」

　

メ
ガ
ネ
の
奥
で
憤
り
の
炎
を
燃
や
す
ア
ン
ド
リ

ー
青
年
は
、
感
情
を
露
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

最
高
議
会
前
で
ア
ン
チ
・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

デ
モ
集
会
が
続
い
て
い
る
。
デ
ル
タ
株
の
変
異
型

が
猛
威
を
奮
っ
て
お
り
、
感
染
者
は
増
え
死
者
数

は
鰻
上
り
。
キ
エ
フ
を
始
め
全
土
で
医
療
体
制
の

逼
迫
度
は
極
限
に
達
し
、
酸
素
ボ
ン
ベ
は
到
底
足

ら
な
い
。
感
染
し
て
も
病
院
搬
送
は
望
め
ず
、
薬

も
何
も
な
く
自
宅
療
養
し
か
な
い
。

　

若
い
人
は
凌
げ
る
が
、
高
齢
者
は
死
刑
宣
告
に

近
い
。
政
府
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
状
態
に
陥
り
、
ワ
ク

チ
ン
だ
け
が
頼
み
の
綱
だ
。

　
「
そ
れ
で
も
」
と
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
は
続
け
る
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
権
威
あ
る
感
染
症
学
ジ
ャ
ー

ナ
ル
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
感
染
拡
大
は
抑
え

ら
れ
な
い
と
い
う
最
新
情
報
を
出
し
て
い
ま
す
。

臨
床
試
験
も
終
え
て

い
な
い
ワ
ク
チ
ン
を

強
制
す
る
の
は
お
か

し
い
で
す
」

　

デ
モ
集
会
は
各
地

に
広
が
り
、
警
察
も

お
手
上
げ
状
態
だ
。

舵
取
り
を
間
違
え
れ

ば
、
政
府
転
覆
の
恐

れ
も
あ
る
。
第
２
の

マ
イ
ダ
ン
革
命
に
繋

が
ら
な
い
保
証
は
な

い
。

　

一
方
で
政
府
の
締

め
付
け
に
怯
え
、
ワ

ク
チ
ン
を
打
つ
人
も
い
る
。

　

接
種
会
場
は
大
行
列
が
で
き
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
そ
う
な
ほ
ど
だ
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
か
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
ま
た

は
迅
速
抗
原
検
査
）
の
陰
性
証
明
書
、
回
復
証
明

書
の
い
ず
れ
か
を
提
示
し
な
い
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ホ
テ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
入
れ
な
い
。
地
下

鉄
や
バ
ス
に
乗
る
に
も
必
要
だ
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
入
る
際
に
も
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
違
反
す
る
と
、
最
大
１

７
、
０
０
０
グ
リ
ブ
ナ
（
約
７
３
、
５
２
０
円
）

の
罰
則
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
年
金
の
２
〜
３
カ
月

分
な
の
で
、
結
構
な
額
だ
。

　
「
ラ
ジ
オ
番
組
に
も
政
府
に
対
す
る
苦
情
の
メ

ー
ル
が
毎
日
来
る
わ
。
１
人
で
は
読
み
切
れ
な
い

の
で
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
手
分
け
し
て
捌
い
て
い

る
の
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
た
め
息
を
つ
く
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
184　

アンチ・コロナワクチンデモ集会各地で

ウクライナ

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化国際課　　　　　072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

　

チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
共
和
国
と
い
っ
て
も
、
ロ

シ
ア
連
邦
の
一
部
だ
。
し
か
し
、
私
た

ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
ロ
シ
ア
と
は
大
き

く
異
な
る
。
そ
の
ト
ッ
プ
は
プ
ー
チ
ン

の
「
マ
ブ
ダ
チ
」
な
が
ら
も
、
住
民
の

大
多
数
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
、
時
に
は

ロ
シ
ア
法
が
及
ば
な
い
と
い
う
。
チ
ェ

チ
ェ
ン
政
府
は
、
ロ
シ
ア
政
府
を
利
用

し
な
が
ら
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
と
し
て
の
独

自
路
線
を
走
る
。
こ
の
奇
妙
で
緊
張
し

た
関
係
を
本
書
は
現
地
取
材
か
ら
明
ら

か
に
す
る
。

　

宇
宙
と
い
う
異
世
界
を
旅
し
て
い
る

と
、
地
球
が
恋
し
く
な
る
瞬
間
が
来
る

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
は
本
書
を
手
に
、

地
球
に
あ
る
「
異
世
界
」
チ
ェ
チ
ェ
ン

に
思
い
を
馳
せ
た
い
と
思
う
。中

森
臨
時

（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

推薦図書を募集中！　東大阪新聞メールへ contact@higashiosaka-n.com

　宇宙空間を旅しながら読むのに適した本を紹介しています。
宇宙旅行は夢物語ではなく、現実のものとなっています。いつ
かあなたも宇宙へ。１冊の本をお供にして。

宇宙旅行に持っていきたい１冊宇宙旅行に持っていきたい１冊    17
ポスト・プーチン論序説ポスト・プーチン論序説
「チェチェン化」 するロシア「チェチェン化」 するロシア

東洋書店新社
定価 2,530 円（税込み）

真野森作 著真野森作 著

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
多
様
化
・
Ａ
Ｉ
化
が
加
速
す

る
社
会
で
、
問
題
解
決
能
力
や
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
現
代
。

コ
ロ
ナ
禍
が
そ
の
追
い
討
ち
を
か
け
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
能
力
を
身
に
付
け
る
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
―
。

　

延
べ
５
０
０
人
以
上
の

子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
っ

て
い
る
幼
児
教
育
の
プ
ロ

中
の
プ
ロ
で
あ
る
東
口
る

み
さ
ん
（
49
、
八
尾
市
在

住
）
＝
写
真
＝
は
「
ボ
ー

グ
重し

げ
子こ

の
非
認
知
能
力
を

育
む
子
育
て
コ
ー
チ
ン

グ
」
を
推
奨
す
る
。

　

認
知
能
力
を
高
め
る
教

育
を
行
っ
て
い
た
東
口
さ

ん
は
、
ボ
ー
グ
重
子
さ
ん

（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
在
住
）

の
本
を
読
み
、
目
か
ら
鱗

が
落
ち
る
。
幼
児
教
育
で

最
も
大
切
な
こ
と
は
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
、

そ
れ
に
は
非
認
知
能
力
教

育
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
気
づ
く
。

　

２
０
１
９
年
に
ボ
ー
グ

重
子
さ
ん
が
大
阪
で
講
演

す
る
情
報
を
得
、
参
加
し

て
弟
子
入
り
を
申
し
出

た
。
日
本
の
幼
児
教
育
を

な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う

東
口
さ
ん
の
情
熱
に
打
た

れ
た
ボ
ー
グ
重
子
さ
ん
は

受
け
入
れ
る
。

　

現
在
、
東
口
さ
ん
は
八

尾
市
立
総
合
体
育
館
ウ
イ

ン
グ
（
八
尾
市
青
山
町
３

―
５
―
24
）
な
ど
で
Ｂ
Ｙ

Ｂ
Ｓ
非
認
知
能
力
育
児

コ
ー
チ
と
し
て
幼
児
教
育

に
力
を
注
い
で
い
る
。
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
東
口
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
子
ど
も
を

連
れ
て
く
る
親
が
後
を
絶

た
な
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
東
口
さ

ん
（
☎
０
９
０
―
５
０
１

７
―
１
７
３
７
）
へ
。

言の葉 語り場
東大阪に伝わる民話を今、次世代へつなぐ
日　時 11月27日（土）・28日（日）
　　　　14時～ 15時30分（開場13時30分）
会　場　東大阪市立社会教育センター３階
　　　　（東大阪市長堂1-17-29）
会　費　無料
申　込　言の葉語り手の会（TEL 06-6736-0155）
――――――――――――――――――――

和の輪文化公演会
「雅」をテーマにした
Chigusa collection（伊
藤千草代表＝写真）
の衣装をまとったモ
デルのランウェイな
ど、和の文化を披露
日　時 12月４日（土）
開場13時30分、開
演14時
会　場　先斗町歌舞
練場（京都市中京区
先斗町通三条下ル）
入場料　3,000円（税込み）
主　催　和の文化を守る会京都支部・総本部
　　　　（TEL 075-351-5373）
――――――――――――――――――――

第16回姉様キングスディナーショー
桂あやめさんと林家染雀さんによる笑いのフル
コース
日　時　 12月５日（日）12時30分お食事、14

時落語・音曲漫才
会　場　 レストランキエフ（京都市東山区縄手

通四条上ル 鴨東ビル６階）
会　費　 8,000円（特選コース料理・１ドリンク

付き）
申　込　レス
トランキエ
フ（TEL 075-
525-0860）
主　催　日本
ウクライナ文
化交流協会、
レストランキ
エフ

　

京
都
大
学
工
学
部
３
回

生
の
と
き
、
自
分
の
進
む

べ
き
道
は
こ
れ
で
い
い
の

か
と
自
問
自
答
し
た
吉
村

暢
浩
さ
ん
（
25
）
＝
写
真

＝
は
、
家
庭
教
師
や
塾
講

人
材
紹
介
を
主
な
事
業
と

す
る
株
式
会
社
ド
ラ
イ
ブ

ラ
イ
ン
の
取
締
役
に
も
な

り
、
実
社
会
で
の
活
動
に

進
ん
で
い
く
。

　

大
学
院
２
年
目
で
決
断

す
る
。研
究
者
で
は
な
く
、

企
業
家
と
し
て
生
き
よ
う
と
。
今
年
６
月
に
株
式
会

社
ポ
ラ
リ
ス
を
立
ち
上
げ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
受
験
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

師
を
し
つ
つ
、
個
人
事
業

主
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
家

庭
教
師
を
始
め
た
。
大
学

に
入
っ
て
安
心
し
切
っ
た

周
り
の
学
生
を
見
て
い
る

と
、
自
分
の
居
場
所
で
は

な
い
と
感
じ
始
め
、
行
動

に
移
し
た
の
だ
。さ
ら
に
、

３回目接種なんて考えられない

新
し
い
教
育
事
業
だ
。
東

京
大
学
、
京
都
大
学
、
大

阪
大
学
、
早
稲
田
大
学
、

慶
應
大
学
な
ど
を
受
験
す

る
学
生
に
絞
っ
て
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
使
い
目
標
に
必
要

な
戦
略
や
問
題
解
決
方
法

な
ど
を
教
え
、
計
画
を
立

て
さ
せ
る
。
勉
強
は
教
え

な
い
。
あ
く
ま
で
も
方
法

を
教
え
、
自
習
さ
せ
る
。

ま
さ
に
受
験
版
コ
ー
チ
ン

グ
だ
。

　

現
在
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
２
０
０
人
以
上
の

学
生
を
選
り
す
ぐ
り
の
講

師
約
１
３
０
人
が
コ
ー
チ

ン
グ
し
て
い
る
。

　
「
何
者
か
に
な
っ
て
死

に
た
い
」
と
語
る
吉
村
さ

ん
を
取
材
し
な
が
ら
、
日

本
の
明
る
い
未
来
を
感
じ

た
。

　

発
達
に
特
性
の
あ
る
子

ど
も
、
障
が
い
が
あ
る
子

ど
も
な
ど
を
対
象
に
療
育

を
行
う
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス「
ク
ロ
ー
バ
ー
春
日
」（
八

尾
市
春
日
町
４
―
５
―
３
）

で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
全
員
で「
段
ボ
ー

ル
・
ア
ー
ト
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

第
３
弾
は
パ
ッ
カ
ー
車

（
ご
み
収
集
車
）
＝
写
真
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
か
も
知
れ
な
い

と
い
う
危
険
を
顧
み
ず
、

市
民
生
活
を
支
え
る
た
め

に
毎
日
ご
み
収
集
し
て
い

る
作
業
員
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
作
っ
た
。

　

乗
り
物
が
好
き
な
子
、

工
作
が
得
意
な
子
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
の
観
察
が
得

意
な
子
が
力
を
合
わ
せ
て

約
２
カ
月
か
け
完
成
し
た
。

　

八
尾
市
の
４
図
書
館
を

巡
回
す
る
環
境
啓
発
展
示

（
八
尾
市
環
境
事
業
課
、

八
尾
市
図
書
館
、
ク
ロ
ー

バ
ー
春
日
の
コ
ラ
ボ
事

業
）
と
と
も
に
展
示
し
て

い
る
。

【
展
示
の
場
所
と
日
程
】

　

①
山
本
図
書
館
＝
10
月

29
日
（
金
）
朝
〜
11
月
９

日
（
火
）
夕
方

　

②
志
紀
図
書
館

＝
11
月
９
日（
火
）

夕
方
〜
11
月
19
日

（
金
）
夕
方

　

③
龍
華
図
書
館

＝
11
月
19
日（
金
）

夕
方
〜
12
月
１
日

（
水
）
夕
方

　

④
八
尾
図
書
館

＝
12
月
１
日
（
水
）
夕
方

〜
12
月
10
日
（
金
）
夕
方

　

※
冬
休
み
期
間
（
12
月

24
日
〜
１
月
10
日
）
は
、

ア
リ
オ
八
尾
２
階
Ｆ
Ｍ

ち
ゃ
お
本
局
前
に
展
示

【段ボールパッカー車のサイズ】
各部を閉じた状態で
W800mm×D300mm×H360mm
各部を開いた状態で
W1300mm×D300mm×H500mm

原作：長尾和宏／監督・脚本：高橋伴明

在宅医療と尊厳死を真正面から描いた問題作

「痛くない死に方」  映
画

監督・撮影・編集：毛利安孝

2500人を看取った尼崎の町医者長尾和宏に迫ったドキュメンタリー映画

「けったいな町医者」  映
画

もみほぐし 真心もみほぐし 真心

長尾クリニック院長・医学博士  長尾和宏

大声でつぶやく

けったいな町医者けったいな町医者
11


	01
	02
	03
	04

